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忘るやと物語して意こころやり






このお話は完全なフィクションです。

モデルとなる特定の人物、場所はありません。

疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

ご理解の上、ご了承下さいませ。










　玄関ドアががちゃりと音を立てた。

　漫画雑誌を読んでいた若衆がさっとドアを開けると、外のノブに袋がかけられていた。

　壁のモニタには太った女の後姿が映っていた。

　ドアの開閉音に気づいて、女が振り向いた。廊下は暗く表情は分からないが、声は明るい。

「センセに差し入れね。昨日はうちの子、お世話アリガトゴザイマス」

「ああ…どうも」若い衆が首だけ下げた。

「チヂミ、センセの為に特製よ。早く食べるの、いいですよ」

　袋は温かかった。

「姜さん、ありがとう。遠慮なくいただきます」

　暗い廊下に向かって九鬼くきは片手を挙げた。







　大阪、ミナミ。周防町から南東に広がる一帯は夜の街だ。煌めく華やかさと蠢く猥雑さが同時に存在する不夜城である。

　そこから堺筋を挟んで東側の島之内には古くからの住宅の間にワンルームマンションが立ち並び、上品な料亭や舞踊家元の練習場などが混在している。

　ワンルームの住人の多くはミナミの街に勤める外国人だ。彼女らのためにある数多くの美容院や小さなビデオ店、クリーニング店の看板はハングルと英語で、日本語は少ない。

　九鬼修輔くきしゅうすけはこの街の中に潜んでいる。

　島之内のほぼ中央に位置する「ハイツ大城」は五階建てだ。一階は十年程前につぶれた喫茶店で、ドアは壊れ、ガラスは割れたまま放置されている。ホームレスの多いこの地区で、彼らですら中で暮らそうとはしないほどの壊滅ぶりである。小さな軒下にはタイヤやサドルのない自転車が数台置きっぱなしになっており、その横には清涼飲料水の自動販売機があるが、当然それも壊れたままだ。

　消防署に目を付けられているが、家主の大城は何年も前から姿をくらませている。

　外から見ても中から見てもぼろぼろの建物、「ハイツ大城」二○一号室が九鬼の職場兼自宅である。

　喫茶店の横に狭い階段がついており、そこから住人達は出入りしている。住人と言っても十人に満たず、九鬼以外は全員外国人だ。彼らは日が昇る頃に帰宅し、日が沈む頃、どこへともなく「出勤」してゆく。

　向かいのワンルームマンションは一階がフィリピン製品ばかりのコンビニエンスストアで、そこの住人も言わずもがなだ。明け方になると車の音とともに「シャチョーサン、アリガトネ、シャチョーサン、オヤスミ」と女性達の大きな声が近隣に喧しく響く。

　二階には九鬼だけが住んでいる。九鬼は一日中、部屋にいる。自ら出かけることはない。

　誰も必要としないので、この建物には郵便受けもない。

　五年前に九鬼が来たときには既に電気も水道もメーターは壊れており、誰が支払いをしているか分からない。もっとも、この建物に足を踏み入れる勇気をもつ検針員がいるとは思えない。

　二階へ上がる階段の途中から、その建物に入る人間は監視される。踊り場の天井には小さなカメラが付いている。九鬼の部屋の入口にも、カメラ。その建物の外観には全くふさわしくない代物である。

　昼夜問わずゴキブリが飛び交い、夜はネズミが走り回る廊下が特色の「ハイツ大城」。なのに、ドア一つ隔てた九鬼の部屋は、あろうことか清潔そのものだった。

　二○一号室から二○五号室まで、つまりワンフロア分の壁をぶち抜いてある。通りに面した窓には全てベニヤ板が張ってあり、外の光が入るのはごく限られた小さな窓からだけだ。その代わり、こちらの明かりも漏れることもない。

　入ってすぐの壁にはモニタが並び、外の様子が見える。

　世間の情報はラジオで得る。携帯電話があるが、メールは規制されており、全て読まれるので、出すことは出来ない。電話代も支払っているのは九鬼ではないので、月に幾らかかっているか彼は知らない。接続記録と発信記録は取られているから、九鬼は誰にも連絡しないし、する相手もいない。







　まだ熱いチヂミにはカクテキとキムチも添えられていた。

「食おうか」

　九鬼は若衆にも半分取り分けてやった。

　若衆はくん、と鼻を鳴らした。

「ほとんど匂いませんね。でも、うまっ！」

「姜さん、お茶も入れてくれてる。あ、これ、ジャスミン茶やわ」

「うえ。俺、そういうの苦手ですねん」

「そう？　ええ香りやん」

「先生、ジャスミン茶はええのに、きつい匂いのするもんは食いはらへんなあ」

「うん……学生の頃は食ってたんやけどな。大学卒業して初めて付いた師匠が、俺らのような仕事は、いつ誰が来ても匂いで嫌な思いさせたらあかん、って言わはってな。習慣になってしもたな」

　九鬼は姜の気配りに感謝した。姜は九鬼のためにわざわざニンニク抜きのキムチを漬けてくれたようだ。

　二十四時間いつでも対応できるように、彼は酒を飲まない。昔は嗜んでいた煙草も金がかかるから今はやらない。

　給料はない。必要に応じて雀の涙程度の金を支給されるが、この暮らしなので不自由はない。もう、慣れた。







　携帯電話が鳴った。

「先生、一人頼みますわ。若い者もんがケンカで刺されよった」

「わかりました。どうぞ」

　程なく、若い男が弓倉興業総務部長の竹脇に連れられてきた。

　この部屋は見張りの者がいないときは、外から頑丈に鍵をかけられており、中から開けることは出来ない。竹脇は専用の鍵を持っている。

　九鬼は黙って部屋に通す。そこはちょっとした診療所だった。

　清潔な壁、床はタイル張りで元風呂場だった配管を利用してそのまま汚れを流せるようになっており、中央部にベッドが置かれている。その上部には無影灯が無理矢理つけられている。

　簡単な問診をしたあと、傷を見た九鬼は怪我人の若者に笑顔を見せた。

「血管の多いとこ切ってはるから出血が多いように見えますけど、心配しはらんでも浅い傷やわ。安心し。せやけど、ちょっと縫わなあかんなあ」

　付き添いの竹脇へ向いた。

「大丈夫ですわ。塞がるのにちょっと日にちは要りますけどね」

「注射してぇな、先生」患者の若者が情けない声を出す。

「注射も痛いで。ええか、我慢しいや」

　素早く局部麻酔を施し、丁寧に洗浄して、九鬼はさっさと縫合しはじめた。

　途中で弓倉組の使いっ走りの若い衆が入ってきて、竹脇にぺこりと挨拶した。彼は九鬼の横からのぞき込んで、傷に「うへえ」と顔をしかめた。

　この部屋の入口の映像は、「ハイツ大城」のすぐ裏手にある組事務所のモニタでも見えるようになっており、来訪者があると組から若い衆が飛んで来る。

「二、三日やんちゃしたらあかんで」

　竹脇はソファに座って事務所に電話をしていたが、「やんちゃ」という九鬼の言葉に笑い出した。

「やんちゃ、って……昔、よう言われましたなあ」

「今は言いませんかね？　俺にとってはあなた方はみんなやんちゃに見えますよ」

　九鬼は創面にガーゼをあてがって器用に片手でテープを留めている。若者はじっとその様子を見ているが、上の者の話に割り込む野暮はしなかった。

「ま、そやな」

　竹脇は三十代後半、おそらく九鬼と同じくらいの年齢だ。中身は筋金入りの極道だが、一般人に難なく紛れ込める風貌をしている。国立大学経済学部卒のインテリで、黙っていれば、五年も「入っていた」とはわからない。

　その竹脇が、少し声を潜めた。

「先生、来週、ちょっと忙しくなるかも知れません。薬、足りてますか？」







　九鬼修輔は医師だ。

　高い志を持って医学部を卒業後、外科と麻酔科で研修を積み、離島の病院で二年を過ごし、大学の関連病院で一般・消化器外科に医長として勤めていた。

　九鬼の父親は小さな会社を経営していた。九鬼が子供の頃から賭場に出入りし、何度もその筋に借金を作っていた。それでも母親がしっかりしていたため、会社は存続していたのだが、無理が重なったとき母親は心筋梗塞であっけなく亡くなってしまった。

　父親は会社を再建しようとしたが、結局は博打に勝てなかった。会社再建すら賭の対象にしてしまった。

　挙げ句の果てに「医師の九鬼修輔」を弓倉組に売ったのだ。

　外科医長の九鬼を訪ねて毎日毎日病院に柄のよろしくない連中が押し寄せてくる。

　初めは対抗してくれていた病院側も根を上げた。病院も客商売だ。小規模の病院は患者の評判が落ちると即座に経営に響く。

　自宅にも帰れず、宿直室で寝起きしていた九鬼はあっさりと放り出された。弁護士の奔走むなしく、九鬼は皆の前から姿を消した。

　院長に手を回してそう仕向けたのは弓倉興業専務の瀧上と竹脇だった。

　それ以来、九鬼の住まいと職場は「ハイツ大城」になった。

　健康保険に加入していない者、銃創をはじめとする一般の病院に連れて行くにははばかられる者を診ること、堕胎……それが九鬼の主な仕事だ。

　外国人の多いこの地区では、ヴィザのみならず、パスポートの期限すら切れた者が少なくない。組の息のかかった店で働く彼らは、幾ばくかのみかじめ料に上乗せして九鬼の元へ連れてこられる。

　近くのホテル街からは、事の最中にトラブルが起こったカップルも連れられてくる。不倫などのいわくつきの二人は一般病院を嫌うことが多く、ホテル側も充分その辺は承知しているのだ。

　ここは保健所に開設許可申請など、はなから出していない。保険請求ができないため、診療は自費診療のみである。自費診療は自由請求なので、通常、保険診療より高価である。が、九鬼の手元には入らない。全て収益は弓倉興業のものだ。

　来訪者が入口モニタに映ると、若い衆が集金と監視役に来る。九鬼はどれだけふっかけているのか想像もしたくなかった。

　薬も正規のルートではもちろん購入できない。弓倉の手広い仕事のおかげとインターネット通販で、必要な医薬品と診療機器は少しずつだが揃っている。情報が漏れないように、カルテもメモ程度に留められ、通販の宛先は弓倉興業だ。

　ここでは白衣も着用しない。クリーニングには出せないし、洗濯してもアイロンをかけられないからだ。外科などの観血処置をするときだけはディスポーザブルのオペガウンを使う。いつも九鬼は洗い晒しのシャツとコットンパンツというラフなスタイルでいる。

　看護師はいない。もっとも看護師は女性がほとんどなので、九鬼と同じような境遇になっても身体を別の意味で売って稼ぐ業界に「沈められる」のである。

　離島の病院に一人で赴任していた九鬼は、専門の消化器外科のみならず他科の知識と経験も併せ持ち、検査もある程度なら自分でやってしまう。弓倉組にとっては格好の存在だった。







「昨日、姜さんとこの女の子、来たんやて？」

　姜はチヂミを持ってきた女だ。三津寺筋で大きなラウンジバーを経営している。店の女の子はよく「お持ち帰り」されるので、病気をもらってくることもある。「お持ち帰り」も彼女らの立派な仕事で大切な収入源だ。感染症などと分かったら客は寄りつかない。姜はまめに女の子たちの体調をチェックし、怪しい子は病院送りにするが、中には不法滞在で一般病院の門をくぐれない子もいる。

「ああ、一人。薬出しときましたわ」

「なんや、病気持ちかいな」

「プライバシーに関わるから、言えません」

「ここで何がプライバシーやねん」

「一応ね。言ってみただけです」

　九鬼は卑屈な笑みを浮かべて見せた。

「俺はまた先生があの仕事引き受けはったんかと思たわ」

　竹脇は笑いもせずに言った。

「あれは……ええ仕事ちゃうな」九鬼も笑わなかった。

「姜さんとこと連ちゃんやったら悪いと思たんやけど、それやったら構へんな。明日の夜、ひとりよろしいですか？」

「そちらに何もなければ、俺はいつでも」

「ほな、明日、頼みます」

　竹脇は点滴途中の怪我人を「もうええやろ」と引っ張って帰っていった。







　弓倉組フロント企業の風俗店は数多い。デリバリーヘルスから会員制の高級クラブまでランク、ジャンルともさまざまだ。

　中でも一番の高級会員制クラブ『リュセット』は入会できる男性も、そこで働く女性達も限定されている。女性達のレベルは非常に高く、なぜそこで働かねばならないのか理解に苦しむ者も多い。

　弓倉興業総務部長の竹脇は、『リュセット』をはじめとする高級クラブを仕切っている。それぞれの店に支配人とママは別にいる。

　最初からソープやヘルスに「沈められる」女性達は、それまで豊富な男性経験をこなしている場合がほとんどだ。そこから這い上がって、少し上級のクラブ勤めになる者もいるが、弓倉興業の会員制クラブに「沈められる」女性は、それまでの経歴にそういった経験のない者ばかりである。また、そのような女性を選んでいる。通常は店の裁量で性の手ほどきを受けるのだが、時々、全く男性経験のない女性が連れてこられる。恥じらいや清楚さは大いなるポイントだが、処女性は売り物にはならない。一時間十万円と言う入浴料で店はプロフェッショナルのサービスを提供しているのだ。

　九鬼はそういった女性達に知識を増やす役目も科されていた。







「安宅京あたかみやこと申します。よろしくお願いいたします」

　竹脇が連れてきた女性は、九鬼に向かって深々と挨拶した。可憐と言う言葉が似合い、育ちの良さが全身からにじみ出ている。

　思わず九鬼は竹脇を見やった。

「上玉やろ？」

　にやりと竹脇が笑う。九鬼は戸惑った。

「上玉も何も、竹脇さん……こんな……ちょっと……。安宅さん、あなた、いくつ？」

「二十歳です」

　本当は心細いのだろう、震える両手をしっかり握りしめて、でも顔は笑みを浮かべようと努力しているのが見て取れる。

「ほんまもんのお嬢やで」

「そうでしょうね。竹脇さん、ええんですか……？」

「構いません。私、大丈夫です……あの……お願いします」

　横から京が答える。

「しっかり教えてもろて、しっかり稼いでや」

「はい」

　こっくりと頷く彼女の目は真剣そのものだ。

　九鬼はこんな娘までが借金のカタに身を売らねばならない状況を憂いた。

「不躾に聞くけど、安宅さん、セックスの経験は？」

　ぱあっと顔を赤らめて彼女は「いいえ」と首を振る。

「キスは？」

「外国の方とご挨拶程度なら…」

「はあ？……お嬢……ほんまにお嬢やねんなあ！」

　竹脇がのけぞった。

「そんな……あの……私、一生懸命努力しますので、教えてください！」

「いや……うーん……実地は竹脇さんに頼んでね。俺は実技の方法だけ……」

　九鬼は逃げ腰だ。竹脇は肩をすくめる。

「俺かてな、なんもこんなあんたみたいなお嬢をエライ目に遭わせたりしたくないねんで」

「ありがとうございます。でも、父が保証人になって、お借りしたお金をお返しできなかったのですから、仕方ありません。弟も……頑張ったのですから、私はもっと頑張らなければ……」

　我慢していた涙が浮かんでいる。

「ふ、ふ、服を脱いだらよろしいのでしょうか……」

　京は丸襟のワンピースのファスナーに手をかけている。

「わっ待って待って！　まだええから。まず、理論からやろう、な」

　慌てる九鬼を後目に竹脇は煙草に火をつけている。九鬼はナース向けの参考書を取り出して言った。

「保健体育は高校で習わはったね？」

「はい」

　京はいくぶんほっとした顔をした。

「ほな、復習からやね」

　優しげな九鬼の声に竹脇はつけたばかりの煙草をもみ消してソファに足を投げ出した。

「二時間ほど寝てるわ。それまで教えたって」

「実地は竹脇さんの役目ですよ」

「ふん…」







「じゃ、これ使ってみよう」

　九鬼はキャビネットから小さな四角い箱のような物を出してきた。

「これは……？　あ、先ほどおっしゃった前立腺……でしょうか」

「そう。よう分からはったね」

「……これ、実際はどうやって……？　何か器具を使うのですか？」

「いや、手ぇ。指、突っ込むの」

「ええっ！　手、ですか……」

　この二時間弱、あまりの刺激的な性的な言葉と事実に貧血を起こしそうになりながら、京は九鬼から学んだ。

　京は指輪もマニキュアもしていない清潔な指をしていた。九鬼はこの純潔さの行く末は見たくないと思った。

「ここ、肛門な。で、指を突っ込んで、ぐりっと回すと、ほら、触れるもんあるでしょう。それが前立腺」

「ん……？　ここ……」

「その辺でなにか触りませんか？」

「……な、何かぐにゅっと……でこぼこの……」

　京が気持ち悪そうな声を出す。

「あ、それ、反対ですわ。そっち側は病変モデルやし。もし、そういう感触の男がおったら、病気やから……まあ、それも覚えとかはったらええわ」

　二人が使用しているのは、外国の医療人体模型専門会社から取り寄せた前立腺のモデルだった。以前、九鬼が研修医を教えるのに使っていたのを思い出し、竹脇に頼んで購入してもらった物だ。結構重宝している。

「ここね、手っ取り早いんやわ。男はこれでイチコロ。すぐに射精するから。嫌かも知れへんけど覚えとき」

「ああ、ええな、それ。お嬢、あんたの秘密兵器にしいや」

　むくりとソファから竹脇が起きあがった。

「起きはったんやったら、ちょうどええわ。竹脇さん、交代」

「お嬢、ええか？」

　竹脇の問いに京が一瞬の間を置いて頷く。

　九鬼はそれとなく促した。

「どこか、ホテル取ったげたら……」

「そらな、俺もこんなお嬢とやからな、普通やったらロイヤルでもリッツでも取るで」

　竹脇はそこで声のトーンを下げた。

「せやけどな、先生。この子にはそんな甘いこと言うてられへんねんで」

　そう言って、京の身体を引き寄せた。







「竹脇さん、金、貸してください」

　パーティションで仕切られた部屋の奥で九鬼のベッドが軋んでいる。

「なんや、急に。幾らや」

「十万」

「……つけとくで」

「お願いします」

　剥ぎ取られた京のブラジャーを拾って、九鬼は入口のソファで漫画を読んでいるゲンという若い衆に渡した。

「……なんですか？」

「まだ、そこの下着屋……『ぴいたあ』やったかな。開いてるかな？　これと同じサイズの下着、買うてきたって。下とセットで。十万借りたから、三セットくらいは買えるやろ」

「……へえ……『ぴいたあ』って美容院の横っちょにあるとこですか？」

　彼は妙な顔をして九鬼を見上げた。

「店のおねえちゃんに上品なん選んでもろて。紫とか赤いどぎついのはあかんで。あ、それから竹脇さんに、ビール。女の子には……なんか適当に、ジュースでも」

「分かりました。……先生、そんなんのために借金増やすて、ええんですか」

「ふん……今更、十万増えたところで、どうってことないわ」

　九鬼がそう言った途端、京のか細い叫び声が聞こえた。

「おかあさま……！」

　ゲンは黙って出ていった。

　母親を「おかあさま」と呼ぶ育ちをした京の破瓜の瞬間を聞いてしまった九鬼は、暗澹たる気分に陥った。京を抱いている竹脇はどんな気持ちがしたのか……。

　九鬼はゲンが置いていった煙草に手を伸ばした。







　竹脇がシャワーから出ると、ゲンがビールを差し出した。

「おお、ありがと。えらい気ぃ利くやん」

「先生からです」

「ほぉ。気前ええな」

　九鬼に向かってビールの缶をちょっと上げた。

「彼女は？」

「まだ、風呂場におるわ」

　九鬼はゲンに言った。

「ゲンちゃん。彼女にさっきの、あれ、渡したげて」

「先生、ほんま、気前ええですやん。よっしゃ、金は折半しといたるわ。俺からもプレゼントや」

　珍しい竹脇の言葉に九鬼は目を丸くした。

「……あの子な、ものごっつええで。ひょっとしたら化けよるかもしれん。先行投資や」

　竹脇はビールを呷った。

「せんせーい」とゲンが情けない声を出している。九鬼が行くと、ゲンは京を抱えて途方に暮れた顔をしている。

「パンツ渡したら、泣かはるんですわ」

　九鬼は苦笑した。

「安宅さん、今日は思い切り泣いてもええよ」

　ゲンから京を受け取り、九鬼はバスタオルで優しく身体を拭いてやる。

「その代わり、明日からはこれが仕事や。何があっても客の前では泣いたらあかん。同僚の前でも気ぃ許して泣いたらあかん。なめられる。なめられたら、いつまで経っても下っぱのまんまや。プロに徹して下さい」

　赤い目をした京はそれでもしっかり九鬼の話を聞いた。

「稼いで、稼いで、早いとこおさらばして下さい」

　呟くように言い聞かせる九鬼の声に、京は何度も頷き、声を殺して泣いた。




■■■




「先生、今日からもしかしたら忙しくなるかもしれませんよ」

　いつもは昼を過ぎても眠そうな顔をしているゲンが、朝から陽気に九鬼の部屋にやってきた。

「おはよう……どうしたんや、こんな早く」

「今日から生玉いくたまで祭りですやん！」

「ああ、ゲンちゃんの兄貴分はテキ屋の若衆頭やってはったっけ？」

「手伝いで露店出しに行くんです」

「お祭りって……もう十年以上ご無沙汰やなあ」

「先生、勤めてはった時は？　かわいいナースとかと行きはらへんかったんですか」

「行ってへんなあ……俺、モテへんかったもん」

「うそやあ。先生、背ぇも高いし、顔もええやん。医者やから頭もええやん。モテモテですやん」

「せやったら良かったけどなあ……外科は忙しいからな。そんな暇あらへんかったわ」

　九鬼が笑うと、ゲンは少し真面目な表情になった。

「戻りたいんちゃいます？」

「さあ……ここの監禁生活も慣れればこんなもんかと思ってね」

「そんなもんですかぁ」

「まあ、気ぃつけて行っといで。ケンカしたらあかんで」

「あ、そや、それ言いに来たんやった。多分、去年よりはマシやと思うけど、気ぃ荒いんが何人かおるんですわ。俺ら注意しますけど、もしかして兄貴が誰か連れてきたら、よろしくお願いします」

「俺は平和主義者なんや。覚えといて」

「はい」ゲンは笑いながらもきちんと頭を下げた。







　ゲンが出ていった後、九鬼は備品をチェックした。

　レントゲンの現像液が古くなっていたので組事務所に電話をした。

「……そうです、レントゲンの現像液。レンドールっていう粉末の。レンフィックスという定着液も一緒に。これはなかったら普通の写真フィルム用でもいいです。それと普通の写真用の印画紙もキャビネ版を。戸田カメラに行ったらあるはず……」

「先生、戸田カメラ、先月潰れましたんや」

　電話の向こうで若い衆が言う。

「えっ、そうなん？　じゃあ、カメラの浪花には必ずありますわ」

「ほな、自分で行って買わはりますか？」

　急に電話の声が変わった。

「え……？　あれ、竹脇さん？」

「先生、たまには外に出たいんちゃいます？　長いことそこから出てはらしませんやろ。若い者一人付けますよって、自分で行かはりますか」

　罠だ、と九鬼は思った。これは罠だ。

「……有難いですけれど、今日はやめときますわ。祭りがあるらしいし、怪我人がいつ来るか分かりませんから」

「たまには外の空気吸わはったらええのに」

　あっさりと竹脇は引いた。

「またの機会にお願いします」

　この誘いにうっかり乗ると、逃亡を計画していると取られかねない。リンチはまっぴらだった。

　竹脇は不意を付いて探りを入れる。

　九鬼も軟禁当初は散々抵抗した。逃亡もはかった。周りに連絡を取ろうと躍起になったこともあった。その結果、身も心もどれだけ傷ついたことか……。そうやって学んだことは、今はまだ時期ではないと言うことだ。







　九鬼の部屋にはレントゲン装置もある。

　以前、骨折の疑いのある者が連れてこられた時、レントゲンがないと分からない、と九鬼が言うと、数日のうちに竹脇が調達してきた。組に追い込みをかけられて夜逃げしたクリニックから勝手に持ってきたものだ。彼らはついでだと言って、同様の歯科医院からも頭部撮影のレントゲン装置を持ってきてしまった。

　九鬼はそれらを見て頭を抱えた。もし、照射装置の部分に亀裂でも入ったらどうするつもりだったのか。

　この時ばかりは九鬼は激怒した。立場を忘れて、竹脇以下をその場に並べて放射線被爆の恐ろしさをこんこんと説教した。

　すると次の日には、若い衆が日本橋の電気街からガイガーカウンタと鉛入りのパーティションを運び込んできた。保健所の視察官に見せたら卒倒ものだ。大笑いしたが、これはかなり役に立っている。

　この部屋は２ＤＫ五軒分の壁を取り払ったものだ。風呂場とトイレも五つあったので、そのうちの一つを暗室にして現像ができるようにしてある。

　九鬼が普通の写真の現像もできることが分かると、竹脇達はＤＰＥショップには出せないフィルムを持ってきた。

　今はデジタルカメラが主流だが、高感度フィルムを大きく印画紙に引き延ばした写真にはインパクトがあり、脅された相手はかなりの恐怖を味わうらしい。はからずも九鬼は脅迫に荷担していることになる。

　また、使いの若い衆にはラブホテルでの盗撮写真を一枚二枚渡すと、九鬼のささやかな願いくらいは聞いてくれるのだった。







　祭りの期間中、それなりに九鬼の部屋は賑わった。

　九鬼が肩関節脱臼の男のレントゲン写真を見ていると、竹脇が入ってきた。

「えらい商売繁盛やないですか」

「竹脇さん、暇なんですか？」

「俺に暇なんかあるかいな。事務所のモニタで見てたら、忙しそうやから激励に来たったのに」

「やっぱり、暇なんやないですか。ほんなら、ちょっと手ぇ洗って、手伝って下さいよ」

「人使い、荒いのお」

　そう言いながらも竹脇は貴石のカフスを外し、シャツの袖をまくり上げている。

「この人の肩んとこ押さえといて下さい。ちょっと力入れますから抵抗して下さい。負けんといて下さいよ」

　九鬼は竹脇に指示し、患者へは優しい声を出した。

「今からするのは、抜けた腕をいっぺん伸ばして、関節にはめ込みます。一瞬かなり痛いですけど、我慢して下さいね。大丈夫やから、安心してな」

「俺に言うのんと、えらい差ぁやなあ。おらおら、どっからでもかかって来い」

　九鬼が力を入れると、患者と竹脇は同じくらいの大声で騒いだ。

　竹脇は「もう何もせえへんで」とソファにふんぞり返っている。

「近頃の若者がキレやすい言うんは、ほんまらしいなあ」

　九鬼は呆れ顔でギプスを作った余りの石膏液を始末していた。この晩だけで木刀で殴られて腕や足を骨折する者が三人もあったのだ。幸いにも単純骨折だったので観血処置はなく、整復固定だけで済んでいる。

「相手は全部素人のガキんちょらしいですやん」

「カルシウム足りへんのちゃうか」

「どっちがですか」

「どっちもや。骨が折れる方も、キレる方も。ガキは牛乳飲んで煮干し囓っとったらええねん」

「カルシウムだけの問題でもなさそうですけどね」

「……先生、あんたこそ栄養足りてへんのちゃいますか。いっつもあんなもんばっかり食うて」

　九鬼は一日二食の生活だ。茹でた野菜だけの簡素な食事で済ます。最初の頃、その様子を見た竹脇は「塀の中」よりも酷いと感想を漏らした。

「元々グルメやないですしね。動くんはこの部屋の中だけやし、基礎代謝量は知れたもんです。お日ぃさんの顔、見いひんからビタミンＤは欠乏してるかも」

「ビタミンＤ？」

「こればっかりは太陽に当たらないと体内で合成できへんのですわ」

「……何年、外出てへん？」

「年に何度かは事務所まで行かしてもろてますやん」

「それ、夜やろ。昼や。お日さん、何年見てへんねん！」竹脇は語気を荒めた。

「さあ……二年くらいですかねえ？　それも大雨の日やったから……正確に言うと、三年以上ですかね」

「……それ、大丈夫なんか……？」

「こうやって、生きてますやん。ま、何とかなるもんです」

　九鬼が笑った。

　ふうっと息をついて、竹脇が立ち上がった。

「先生が女やったら、どうにでもしたったのにな」

「どうにでも、って、ソープに沈められるんはいややなあ」

「あほ」

「せめて、イメクラくらいにしといて下さい」

　九鬼はしなを作って見せた。

「女やったら、結構好みの顔やねんけどな。ちょっと眼鏡はずしてみ」

「……百八十センチもある、こんな厳ついんがええんですか！」

「背ぇやない、顔や。色白の細面で、するーっとした京風の顔」

「俺、そんな顔してませんで」

「ここの鏡は割れてるんか？　まあ、日に当たらへん生活してたら、色白にもならはるわな」

「好みやったら、寝ましょうか」

「何言うとんねん。俺は女やないと勃つもんも勃たへんわ」

「俺もですわ」

「ほな、何でそんなこと言うんや」

「いや、別に」

「ああ……女ともご無沙汰か。いつも、女の子に教えてばっかりで手ぇ出してはらへんもんなあ。何でや？」

「何で、って、彼女らは商品ですやん。お手つきしたら、エライ目に遭いますやん」

「……それだけかいな」

「もちろん。患者と人様のものには手を出さないのが信条です」

「あほらし」

　いきなり、竹脇はソファに九鬼を組み敷いた。

「カメラ、映ってますよ」

「そんなもん、誰も気にせえへん」

　荒々しく唇が重ねられ、舌が絡み合わされた。反射的に応えてしまった九鬼に竹脇は、「ふん、おもろない」と身体を離した。

「やっぱり女の方がええわ」

「俺もです。けど、久しぶりやからこの際、どっちでもええですわ」

「気色わるいな」

「言うてて、自分でも思います」

「帰るわ」

「また来て下さい」

　九鬼はわざとらしく微笑んで見せた。

「けっ！」

　竹脇は煙草の空箱を投げつけて出ていった。




■■■




　普段の九鬼は結構暇だ。たまに覚醒剤に手を出した者の世話もするが、慢性病の患者が通院する訳でもなく、二回以上訪れる患者はせいぜい傷の洗浄や抜糸くらいだからだ。

　外出できないので、時々、腕立て伏せなどの軽い運動で最低限の筋肉が衰えないようにしている。

　空き時間は組の若い衆に高校程度の勉強を教えることもある。

　竹脇のように大学出の者もいるが、下っ端の若者は中学の途中でドロップアウトしている者がほとんどだ。

　看護学校で教えていたこともあるので、九鬼は物を教えるコツを知っている。最初は嫌々ながら九九からやり直していた者も、コンビニで消費税の暗算ができるようになり、アメリカ村の黒人に「Fuck you」のひとつも言えるようになると、目の輝きが違ってくる。

　携帯電話のメールよりも、パソコンのワープロソフトを打てる方が興味の幅が違う。簡単な表計算が出来るくらいになると、いっぱしのものだ。

　ある者は、事務所のゴミ箱にあった手書きの売上票を一晩かかって表に仕上げた。つきあわされた九鬼は散々だったが、経済学部出身の竹脇が感心するほどの出来だった。もっとも、勝手にゴミ箱から失敬した事については大目玉を食らっていたが、彼は満足そうだった。以来、いくつかの店のデータ打ち込みを任されるようになったらしい。

　ゲンが事務所に飾ってある額の文字が格好いいと言い出したので、筆ペンで習字の基本を教えてやった。九鬼自身もあまり筆文字は自信がなかったので、この際とばかりに何人かと一緒に練習した。

　のし袋に書いて恥ずかしくない程度になれば御の字だと思っていたら、教則本で飽きてきたのだろう、彼らはどこからか行書や草書の大きなコピーを取ってきて、このような字が書きたいと言う。それはさすがに筆ペンでは無理だ、と皆で笑いながら新聞広告の裏に幾度も文字を書いて遊んでいた。

　そんな時、竹脇がやってきて、「何や、ここは寺子屋か？」と、彼なりの褒め方なのか、ゲンの頭をぐりぐりと撫でた。

　当の本人は、「寺子屋って何っすか」などと小声で九鬼に聞く始末で、今度はパコンと頭をはたかれていた。

　島之内には書道の筆を扱う専門業者がいくつかある。ゲンは組事務所に一番近い店を覗くようになり、今では年老いた店主に手ほどきを受けているらしい。

　それ以外の時間、九鬼はずっと医学雑誌を読んでいる。本当は最新の研究報告が掲載される学会雑誌が読みたいのだが、この生活ではそれもかなわず、頼んで大型書店で月刊の専門雑誌をいくつか購入してもらっている。もちろん購入費用は借金に加算されている。

　時間はたっぷりあるので、それを片端から繰り返し丹念に読んで、最前線の臨床情報に遅れを取らないようにしている。

　ふと、こんな事をして元の生活に未練があるのか、と自身に問うことがある。答えは出せないままだ。

　時折、友人や知人の寄せた論文をに行き当たる。彼はそのたびに我が身の現実を実感するのだった。

　今も、買い物に行くというゲンに最新号の雑誌を頼んだところだった。ゲンが鍵を閉めようとしていると人影があった。

「先生、こんにちは」

　レザーパンツにシルクシャツをまとった男が九鬼の部屋にやってきた。

「ああ、朱雀さん。こんにちは。どうしました？」

　小さなメイクボックスを掲げて見せる朱雀は美容師だ。

「出張に来ました」

「ええよ、自分でやるから」

「駄目ですよ。竹脇さんに叱られます」

「……何で竹脇さんやの？」

「先生の髪が随分伸びてはるから、切ってこい！　言うて、一週間ほど前に電話かけてきはりました。僕がちょっと忙しくて遅くなってしまって……」

「……」

　確かにかなり前髪が鬱陶しくなってきてはいた。九鬼は髪をかき上げた。

「僕がカットさせていただいても構いませんか？」

「……嫌や言うてもあかんのやろ」

　これは、竹脇の嫌がらせだ、と思った。

　九鬼はこの朱雀が苦手だった。

　朱雀は大きなサロンで活躍中で、高い美意識から生み出されるスタイリングとクールでスリムなルックスは人気があり、彼の予約は数ヶ月先までいっぱいだった。

「シャンプーからしましょうか」

「頼むからカットだけにしてくれ。なんなら丸刈りでもええよ。少なくとも伸びるまでは、あんたの顔、見んでもええから」

「ひどいなあ……」

　九鬼の首にタオルを巻きながら、朱雀はそれでも嬉しそうだった。

　九鬼が軟禁されて半年ほど経ったころのことだった。

　朱雀が男との刃傷沙汰で運ばれてきた。竹脇が仕切る店での出来事だったので、表に出すのもはばかられ、九鬼の元に運ばれて来たのだった。

　その後、お礼代わりにと朱雀は外出できない九鬼のカットを請け負った。何回目かのヘアカット中に彼は九鬼を口説きはじめた。そればかりか、呆気にとられている九鬼をあちこち触りまくったのだった。

　九鬼はその場で鋏を取り上げ、自分で切ってしまった。

　よからぬ行いをしたとは言え、プロとして仕事をしている最中に大切な道具を奪われることによって朱雀のプライドは傷ついた。同時に九鬼の怒りを理解した。

　以来、九鬼は伸びてきたら自分で適当に切っており、朱雀が何度連絡を取ろうとしても会おうとはしなかった。







「わあ、先生、さっぱりしはりましたやん！」

　帰ってきたゲンが、まだカットの途中なのに目を見張った。

「眼鏡がないから見えへん」九鬼は不機嫌な声だ。

「さっすが、カリスマ美容師やなあ！　朱雀さん、俺もやって下さいよ」

　茶色と金色のだんだらに染まった髪を指してゲンがねだる。

「だーめ。僕が男の髪いじるんは先生のだけって決めてんの。操たててるから勘弁して。その代わり、うちの美人スタッフつけたげる」

「やった、ラッキー！」

「その代わり、言うたら何やけど、お願いしていい？」

「何ですかあ」

「あと三十分でええから、僕と先生の二人きりにして」朱雀はにっこり笑った。

　彼の性癖を知っているゲンは黙ってニヤニヤしている。

「あかん！　ゲンちゃん、ここにおって！」

　九鬼がわめくのに、ゲンはピースサインをしてご丁寧にしっかり外から鍵をかけて出ていった。

「何にもしませんよ」

　朱雀は冷静に言って、九鬼のケープを外した。

　細かな毛を払い、九鬼は礼を言って眼鏡をかけた。

「鏡、見はらへんのですか」

「短いのはわかるし、ゲンちゃんが褒めてくれたからええわ」

「つまらへんなあ……。ま、ええわ。久しぶりに先生の顔、見れたし」

「切ってもらって何やけど、お茶も出ませんよ」

「そんなん分かってます。……ちょっとだけ、話聞いていただけますか」

「……話？」

「ええ……。先生、最近『クロムグリーン』に入った子、ご存じですか？」

　『クロムグリーン』は弓倉組のフロント企業である風俗店の一つで、竹脇の仕切る店だ。『リュセット』同様、ある一定以上の年収と地位の男性のみの会員制の高級クラブである。ただし、会員は男性のゲイのみだ。

「知りません」

「じゃあ、ここには連れてきてはらへんのですか……」

「保険証があったら、一般の病院へ行くのが普通やろ」

「いや……僕、マネジャーの内藤さんには九鬼先生を頼るように言うてみたんですけどね」

「病気持ちの子でもいたんかいな」

「そんなんじゃなくて何か様子がおかしいんですわ」

「クスリ？」

「……ではないと思います」

「勃たへん……とか？」

「……それ以前の問題ですわ。しゃべらへんし……」

「それ、あんたが嫌われてるんやろ」

「ちゃいますって！　しゃべられへんみたいなんですわ。精神的に……何か……」

　九鬼は考え込む朱雀の様子に深刻さを感じ取った。

「精神科は管轄外ですわ。必要やったら誰かが連れて来るやろうけど、俺に口出しは出来へん」

「……そうですねえ」

「ふぅん……でも、おかしな話やなあ。そんな何の役にも立たへん子を店に出すか？　『クロムグリーン』はメンバーズオンリーやろ。その辺のゲイバーやない。働いとる子もクラスがちゃうはずや。朱雀さんはお客様で行ってはったんでしょう。客に心配させるようなことしてどないすんねん」

「あ……」朱雀が小さく言った。

「……？　朱雀さん？」

「いや、すみません。店の子って言うても、まだ表には出てない子なんです」

「は？　何やの、それ」

「内藤さんに用があって行ったら、えらく可愛い子がいてたんで、ちょっと……」

「手ぇ出さはったんか」

「そんな……。ちょっとおしゃべりしよ思っただけですよ」

「おしゃべり、ねえ……」

　疑わしげな九鬼に朱雀は苦笑する。

「店に出てへん子……ねえ……。事情があるからか、仕込みの途中なのかは知らんけど……朱雀さん、それ、放っておかはった方がええな」

「そうですかね」

「そうです。店の問題だけやったらええけど、組が絡んでたら、ややこしい」

「はい……」

「……巻き込まれたらあかん」

　真剣な九鬼の言葉に、朱雀は納得した。
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「相変わらず、お勉強ですか。ちょっとお邪魔します」

　九鬼の部屋に竹脇がやってきた。『クロムグリーン』マネジャーの内藤らも一緒だ。

「こんにちは。みなさんお揃いで、いらっしゃい」

　先日の朱雀の話があったので、九鬼は内藤の後ろにいる若者が例の子だと思った。ひどく顔色が悪い。竹脇らが言う先手を打って声をかけた。

「そちらさん、随分具合が悪そうですね。横にならはりますか？」

「そうさせてもらい、な」

　内藤が壁際の寝台に連れて行った。九鬼は彼が横になるのを支えたが、身体の熱さに驚いた。

「熱、ありますやん！　竹脇さん、話は後で聞きます。先、この人診させて下さい」

「そうしたって」

　竹脇はソファにどさりと座った。

　九鬼は脈を確かめ、電子体温計を腋下に差し込んで、血圧計のマンシェットを巻き付ける。

「ゲンちゃん、悪いけど、そこの箱に冷却剤入ってるから、四つ出して！　あなた、名前は？」

「雅貴です」

　内藤が代わりに答えた。雅貴は黙ったままとろんとした目をしている。

「三十九度八分……」

　辛いのか、身体がくの字に曲がっている。九鬼は冷却剤を両方の腋下、首の後ろと股間にも挟み込んだ。

「気分は？　むかついたり、どこか痛いところはないですか？」

　九鬼の問いにも雅貴はぼんやりとしたままだ。

「マサキさん！　分かりますか？　聞こえます？」

　そう言いながら、九鬼は点滴を用意する。

「聞こえてはいると思うんですけど、ずっとこんな調子ですねん」

　内藤が雅貴の手をさすっている。

「ずっとって……しゃべらへんの、いつからですか」

「もう一ヶ月ほど……です……」

「熱も？」

「いや、熱が出たんは二、三日前ですわ。多分」

「多分って、内藤さん……。食事は？」

「それまでは何とか食べさせてました」

「自分からは食べへんかったんですか」

「何や、気力がないみたいで」

　内藤の答えは歯切れが悪い。

「ちょっと胸の音、聞かせて下さいね」

　九鬼が聴診器を当てるためにシャツのボタンを外そうとすると、雅貴は腕で抗った。

「ごめんな、嫌やったんか。ほな、シャツはそのままでええから、ちょっとだけ我慢してな」

　九鬼はシャツの間に聴診器を差し込んだ。上腹部で濁音が聞こえる。訝って深く聴診器を入れると、腹の包帯が触れた。

「失礼」言うが早いか、九鬼は雅貴のシャツを開いた。

　腹部に包帯が巻かれている。

「あの……ちょっと……傷があるようで……」

　内藤が口ごもる。九鬼は黙って包帯に鋏を入れて解いた。

「……！　これ、何や！」

　脇腹にある傷は縫合してあるものの、濁った色の浸出液が滲み出している。

「マサキさん、アレルギーはありますか？」

　九鬼の問いに雅貴は答えない。内藤は分からないと首を振っている。

「卵や牛乳食べさせても大丈夫やった？」

「……は、はい。うちに来た時も抗生物質の薬持ってはったけど、ブツブツなんかは出てません」

「どんな薬やったか覚えてる？」

「……ユナシンっていう名前やったように思います」

「そう、ありがとう。ペニシリン系は大丈夫やな」

　九鬼は点滴パックに薬をいくつか加え、鎮痛剤を注射した。

「ゲンちゃん、薬缶にお湯、残ってるかな」

「あります」

「じゃ、これ、丸ごと漬けて」

　九鬼は生理食塩水のボトルをゲンに投げて、改めて傷を見る。Ｌ字型のそれは、周囲を赤く腫らしている。

「これ……腎摘出か！」

　九鬼は思わず内藤を怒鳴りつけた。

　どこかのクリニックから失敬してきたエコー装置の電源を入れた。

「……怪我やないんですか？」

  内藤が青ざめた顔をしている。

  エコーのモニタ画面がその疑いを裏付けていた。

「こんな怪我があるかいな！　内藤さん、知らんかったんですか？　竹脇さん、どういうことですか！」

　人肌に温まった生理食塩水で九鬼は傷を洗浄してゆく。雅貴がぎゅっと目をつぶった。

　素知らぬ顔をしていた竹脇は、そのまま表情を変えなかった。

「見たまんまですわ」

　九鬼は竹脇をにらみつけた。

「こんな雑な縫合……どこで……！」

「知らん」

「知らんはずないやろ。どこや！　感染してるやないか！」

「………」

　乱暴な九鬼の言葉遣いにも竹脇は無言だった。

「膿瘍が出来てますんや。腹、開けてみないと」

「やって下さい」

「こんなところで出来ませんよ。もし癒着してたら手に負えない」

「やって下さい」

「出来ません！」

　この部屋では設備も人手も足りない。

「そら、困るな。やってもらわんと。あんたはそのためにおるんやで」

　瀧上だった。弓倉興業専務、つまり弓倉組の若頭だ。情に流されることなく、人の心も体も踏みにじる。汚いことでも平気で手を下す男だ。

「ご苦労さんです！」

　竹脇も内藤もゲンも、若い衆もきっちりと頭を下げている。

「瀧上さん……」

「こいつにはもう少し稼いでもらわなあきませんのや」

「……腎臓、売ったんですか……」

「そうや。それでもこいつの親父の借金には足りへん」

「それで内藤さんの店に売ったんですか！」

「貸した金は返してもらわんとな」

　瀧上はにこりともせずに言う。

「とにかく、働けるようにしてもらわな困る」

「ここでは無理です。大きな病院でないとさすがに……」

　瀧上は冷ややかな顔をした。

「それやったら、このままにしとこか」

「そんなことしたら……」

「死ぬか」

「敗血症にでもなったら……最悪の場合は」

「ほな、うまいこと脳死にしてくれ」

「瀧上さん！」

「ドナーカード書いてブローカーに連絡や」

　内藤が両手で口元を押さえている。ゲンや他の若い衆は恐ろしさを肝に銘じた。

「目と肝臓と心臓、今は肺や腸もいけるらしいな」

　淡々と言う、瀧上は本気だ。

「身体売って稼がせる方とどっちにしはります？　選択権くらいは先生に差し上げますよ」

「そんな権利要りません。どっちを選んでも恨まれるんは俺やないですか。悪いけど、人様の人生まで背負えませんわ」

「意外と冷たいんやな、九鬼先生」

「自信、ないんですか？」

　九鬼は答えなかった。

　彼の頭の中では、雅貴の腹腔内がシミュレートされていた。膿瘍の範囲や他臓器との癒着……もし、状態が悪かった場合、この場所でそこまでのオペには対応できない。術中の呼吸管理も無理だ。出血量が多くても輸血はできない。あらゆる事でリスクが高すぎる。

　逆に、単純な感染だった場合は、膿瘍部の処置と排膿路を確保すれば、油断はならないがどうにかなる。

　早期なら堕胎もこの場所で行う九鬼は、いつになく躊躇していた。

「雅貴、雅貴ちゃん！　大丈夫？」

　内藤が場の沈黙を破った。先ほどより雅貴の呼吸回数が減っていた。

「先生、雅貴が……」

「水分入れたから、楽になってきはったんやろ。脱水も起こしてはったからな。そや、内藤さん、マサキさんは小便、ちゃんとしてはった？」

「トイレ……？　さあ……そこまでは……」

　内藤は首を傾げる。

「マサキさん、いつもおしっこ、出てる？　ちゃんとトイレ行ってはる？」

　尋ねられ、雅貴はぼんやりとした目を向けて九鬼のシャツの裾をつかんだ。

  九鬼は彼の頭を撫でて呟いた。

「痛いんか……」

「やる気にならはりましたか」

　瀧上と竹脇が見ている。

「いや……。とりあえず、今の状況だけなんとかせんとな……。やるんやったら、瀧上さん、約束して欲しいことがあります」

「なんや」

「もし、腹を開けて状態が悪ければ、彼を必ず病院に連れて行くこと」

「それはできんな。あんたがやるんや。最後まで」

「……」

「あかんかったら、身体の中身売ったら済むこっちゃ」

　瀧上は本気で臓器を売り払うだろう。

　すると、横からディスポーザブルのオペガウンが差し出された。

「ゲンちゃん……？」

「やらな、あきません」

　ゲンはガウンを九鬼に押しつけた。







　ゲンを助手にして、九鬼は処置をしている。血液検査も何もなしだ。「せめて膿の培養検査ができたら……」と思った。

「うえっ！」ゲンは最初からえづきっぱなしだ。

「もう少し引っ張って」

　どろどろと流れ出る膿を吸引する。この吸引装置は掃除機を改良して九鬼が作った物だった。

「これ、役に立つもんっすね」

　元になった掃除機はゲンたちが持ってきた物だ。

「あ……！」

「何っすか！」

　不意に声を上げた九鬼にゲンが慌てた。

「ああ、ごめん。いけそうや。腹膜までで止まってる。よかった……！これやったら何とかなりそうやわ」

　局部麻酔だけの雅貴には意識がある。ぼうっとしたまま、彼は九鬼を見ていた。

　水色のマスクと帽子の間に光る眼鏡。その奥にある切れ長の目の真剣さを雅貴は心に刻み込んだ。

「マサキさん、聞こえてるかな？　思ったより、中はきれいですよ。大丈夫、元気になれますよ」

「聞こえてないんちゃいます？」

「……それでもええんや」

　九鬼が案じたよりも状況は良かった。ドレーンを入れ、丁寧に縫合した。九鬼の指先で持針器がリズミカルに動く。それを見て、ゲンが不思議そうに聞いた。

「先生、普通はこういう風に縫うんですか？　それとも、この子やから？」

「ん？　別に特殊なことは何もしてへんよ。日本の外科医やったらこれくらい当たり前にできるはずやけどなあ」

「なんか、この子の最初の縫うた跡とえらいちゃうような気ぃするんですけど」

「そう？　ま、ええやん。深く突っ込まんほうがええんちゃうか」

　おそらく、雅貴の腎臓摘出はどこかの国で行われたのだろうと九鬼は推測していたが、尋ねたところで誰が答えるだろう。
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「マサキさん、ドレーンからの浸出液もきれいだし、順調ですよ。そろそろフォーリー抜きましょうか。ちょっと痛いけど、一瞬やから我慢してくださいね」

　九鬼は雅貴の傷を消毒した後、導尿チューブを抜いた。

「……！」

「ごめんね。痛かったでしょう。起きてみはる？」

　雅貴が頷いたのに、食事の差し入れに来た内藤が駆け寄って起きるのを手伝った。

「よかったなあ、雅貴ちゃん」そう言いながら肩を抱き、必要以上に身体を密着させてベッドに座った。

「ごはん、食べよ。フルーツも持って来たんやで」

「しっかり食べはったら元気も出るわ」

「先生の分もちゃんと持ってきましたんや。うちのシェフの味、見てやって下さいよ」

　雅貴が器を一つ、九鬼に差し出した。

「ありがとう」

　九鬼が言うと、雅貴はにっこりと微笑んだ。

「わ、わ！　雅貴ちゃん！　先生、雅貴ちゃん、笑ってますやん！　見はりました？」

　内藤が大騒ぎだ。

「……そら、笑うくらい赤ん坊でも笑いますやろ」

「先生、この子、笑ったん初めてみましたわ」

「あ、そう」

　九鬼は気づいてはいたが、あえて無視していた。雅貴はずっと話さない。おそらく心因性のものだろうと考えていたからだ。借金のカタに売られたのは九鬼も同じだ。腎臓を取られた上に、身体を売られた先が同性相手の風俗とあれば、ショックも大きかろう。

「冷たいなあ、先生。おしゃべりできたらもっと楽しいのにね。ねえ、雅貴ちゃん」

　そう言って内藤は雅貴の腿を撫でている。

「前はしゃべってはったんやったら、大丈夫やわ。気ぃ向くまで構わへんのちゃいますか」

　その言葉に雅貴は目を見張った。

「ええんやで、マサキさん。ここでは無理せんでも構へん」

　びっくりした顔のまま九鬼を見つめる雅貴に、内藤は複雑な思いだった。彼が回復すれば、否応なしに店に出さねばならない。彼は買われたのだ。その分、働くのが彼の務めで、働かせるのが内藤の務めだ。

「内藤さん、少なくとも傷が完全に回復するまでは店にはお返しできませんよ。その旨、こちらから竹脇さんにも言っておきますから」

「そうして頂ければ助かります。よろしくお願いします」

　雅貴は彼らのやりとりを聞いて、安心で体の中が温かくなるのを感じた。







　雅貴は恐怖と絶望しか感じなくなっていた。

　腎臓の手術後、風俗店に売られることは覚悟していたが、男性相手だとは思っていなかった。女性に恋をしたことはあっても、セックスの経験はなかった。

　弓倉興業から『クロムグリーン』のマネジャーの内藤に引き渡された時は、まだ声を出して話すことができた。

　『クロムグリーン』ではナンバーワンの森本が、雅貴の身体を預かった。男性を相手に出来るようにするための教育係だった。

　森本はゲイでなく経験もない雅貴に最初から容赦なく接した。それが彼のやり方だったのだが、手術のショックが未だ癒えない雅貴には負担が大きかった。

　全身を男にまさぐられ、有無を言わさず浣腸され、挿入された。

　屈辱と痛み、それに慣れることを強要された。

　気が付くと、声が出なくなっていた。







「ここにいる間、暇やろ。あんた、この先生に色々教えてもろたらええわ」

　九鬼から連絡を受けて様子を見に来た竹脇が雅貴に言った。

「竹脇さん、色々って何ですのん」

　九鬼は嫌そうな声を出した。

「色々言うたら、色々や。こいつの仕事のことですやん。いつも女の子に教えてはるのと同じですわ」

「はあ？」

「治ったら、すぐに働けるようにしといてや」

「……俺は実地はしませんよ。竹脇さんか内藤さん……手慣れた人にお願いします」

「何で俺やねん！」

「頼みましたよ！」

「ふん。まあ、何にせよ、口が利かれへんのはかなんなあ。おう、あんた、ほんまにまだ声出えへんのか」

　竹脇は雅貴の腕を捻ったが、雅貴は顔をしかめただけだった。

「竹脇さん！　病人に無茶せんといて下さい」

　九鬼が大声を上げた。

「ほんまみたいやな。すまんな」

　軽く謝る竹脇に、雅貴はいいえ、と首を振った。







　雅貴の口が利けなくなった理由を、内藤はいつまで経ってもなかなか言おうとしなかった。横で聞いていて、しびれを切らしたゲンが『クロムグリーン』の店の子から聞き出して来た。

「……そやったんか」

　九鬼がため息を付くと、ゲンは眠っている雅貴を見て言った。

「ホモでもないのに、無理矢理ケツに入れられたら、ちょっとなあ……」

「まあ……ね。ショックやろなあ」

「俺やったら、蹴りいれてボコボコにしたる」

「うん、でもなあ、マサキさんはこれからそう言うことが仕事になるんやから……」

「先生……割り切ったはるんやなあ」

「組から逃げよ、思うて素人が簡単に逃げられるもんでもないやろ」

「うん、まあ、そうですけど」

「沈んで地獄を見ても、這い上がれる子もおるし、地獄の底まで落ちてそのままの子もおる……この子はどっちやろな」

「案外、ええパパに拾うてもらえるかもしれへんし」

　ゲンが笑った。

「へえ……パパ？　女の子やなくてもそんなんあるんや……」

　九鬼は想像したこともなかった。

「いてるみたいですよ。『クロムグリーン』級の店になると、愛人になってマンション買うてもらう子もおるんですわ」

「ふうん……そらまた、えらい世界やなあ」

「先生やったらホストになって、オバハンマダムに診療所建ててもろたらええんですわ！」

「うわ、それ、堪忍してくれ……」

「朱雀さんは？　お気に入りですやん」

「頼む、やめて……」九鬼は渋面を作って見せた。

「この子……ナンバーワンになるくらいに教えたったらどうですか？」

「うーん……俺が教えられることは身体の仕組みとか、衛生面だけやからね。そういうセックスのどうこう言うんは内藤さんに頼まなあかんわ。そんなテクニックなんて、俺はわからんもん」

　ぼそぼそと話す二人の声が眠ってる雅貴に届いた。少しずつ覚醒する頭に、彼らの話の内容が入ってきた。

「傷、どうですのん？」

「もう大分くっついてきたから、明日か明後日抜糸できるわ」

「糸抜いたら、しゃべれるようになる……とか、そんなんならへんかな」

「口縫うてるわけやなし、そんな簡単なもんやあらへんわ。俺かてここ来たときはさすがに落ち込んだで」

「ああ……そうでしたっけ？」

「そらな、俺はある程度大人やしなあ。ここで鬱症状出たらほんまに死ぬ、思ったしな」

「先生でも死んだら、やっぱり内臓売られてたんやろか？」

「……さあ、どうやろな。善意のボランティアやないから……どっちにしろ日本では手術は無理やろ」

「この子、命拾いしましたやん。瀧上さんが内臓全部売るって言わはった時、どないしよ思いました」

「ゲンちゃんは命の恩人やな」

「ええっ！　ちゃいますよ」

「ゲンちゃんがガウン出してくれへんかったら、俺、やらへんかったかもしれへん。ありがとうな」

「何言うてはりますのん」

　ゲンが照れた。

　雅貴は自分が苦しく朦朧として運ばれてきた、あの時に話されていた内容を初めて理解した。

「まあ、身体が本調子になるまでに、まだ時間あるしね」

「やっぱり、目指せナンバーワンやな」

「……ゲンちゃん、上前ハネたらあかんで」

「うっ……。実は『クロムグリーン』の子が、雅貴は売れっ子になりそうや、言うてたんです。こういう感じの子ぉがええらしいんですわ」

「そうなんか……」

　朱雀がそんなことを言っていた……と九鬼は思った。







「先生、ワープロつぶれたー！」

「リュウちゃんは、また……分からんかったら、すぐつぶれたって言うんやから。ちょっと待って。すぐ行くし」

　九鬼は外科用のインスツルメントを滅菌パックに詰めている。

　ゲンの弟分のリュウは、誰がどこから見ても立派なヤンキー上がりの少年だ。組事務所の掃除などをしているが、漢字はおろか平仮名も時々間違えるので、電話番にもならない。あまりにも出来が悪いので、竹脇に九鬼の元に放り込まれた。

　九鬼が振り返ると、歩けるようになった雅貴がリュウの横に立ち、指でキイボードの打ち方を示していた。

「これ？　ここ押すんか？」

　リュウが聞くと、雅貴が首を縦に振る。

「あっ！　直った！　おー！　これこれ、この画面！」

　雅貴が次に押すキイを指す。

「あ、ほんまやー！　サンキュー！」

　雅貴はにっこりと笑って、しばらくリュウがポチポチと一本指で打つのを見ていたが、大体出来ると分かると、九鬼のところへ来た。

「ありがとう、助かったわ」

　いいえ、と目をつぶり、雅貴は紙に「パソコンは得意なんです」と書いた。

「そうなんや」

　九鬼はガーゼを規定の大きさにカットして滅菌パックに入れる作業に移っていた。雅貴はちょっと眺めて作業の流れをつかむと、九鬼がカットしたガーゼをさっと折り、てきぱきとパックしていった。

「二人でやると早いなあ。ありがとうさん」

　九鬼はそれらをオートクレーブ乾熱滅菌器に入れた。

「マーサーキー！　これなんやー！　つぶれたんちゃうかー！　変なん出てきたで」

　リュウが足をばたばた踏みならして叫んでいる。

　これまでに九鬼は雅貴から十八歳の高校三年生、数学と英語が好きで社会と古典が苦手だったこと、昨年まで剣道部だったこと……そのような話をつらつらと聞きだしていた。

　雅貴は趣味や学校の話などはするが、家族のことになるとショックが蘇るのか、紙に書く手が震える。

　九鬼は突っ込んで尋ねることはしなかった。

　雅貴はまだそこまで思い及んでいないようだが、彼がこの先、家族と再び会えるのかどうかも定かではない。

　九鬼はそれを知っている。







「さあ……どうしよか……」

　九鬼は雅貴に教科書的な身体の仕組みはほとんど教えた。つい先日まで生物や保健の授業を受けていた現役高校生なので覚えも早い。

「マサキさんがこれから相手にするんは同性の身体やからなあ。なんやかや言うても、ある程度は分かるわなあ……」

　どちらも口には出さなかったが、雅貴は『クロムグリーン』で森本に強制的に身体を開かされている。

　九鬼が教えている間、入口のソファでゲンやリュウはよく漫画雑誌を読んでいたが、時々聞き耳を立てており授業に割り込んでくることがあった。

「先生、ほな、この、前立腺て女にはあらへんの？」

「ないよ。男性の膀胱の下にあって、そうやなあ……栗の実ぃくらいの大きさでな、すぐ後ろにある精嚢っていう器官と一緒になって精液作るんや」

　九鬼が本に載っているイラストを指して説明した。

「よう聞くから、女にもあるんかと思てたわ」

　リュウは感心したように言う。

「Ｇスポットって男にはないんですか？」

　ゲンが中指を卑猥に動かす。

「うーん……強いて言えば、肛門から前立腺触ると、男は、あ！っちゅー間にピュッ！やわ」

「あっ、あー！」

　リュウが納得したように頷く。

「ソープのねーちゃんで巧い子がいてますねん……あれ、気持ちええんですわ」

　ゲンがカラリと笑った。

　雅貴は一緒になって笑っていたが、ふと九鬼に目をやると真剣な顔がこちらを見ていた。

「……？」

　九鬼は前立腺モデルを出してきて、三人に触らせた。

「ええとね、この感覚が正常なもの。ちょっと触って刺激すると……まあ、ええ気持ちになるやつ。右側みたいになってるのが前立腺肥大。夜中におしっこが近くなるやつやわ。そんで、あとの二つは腫瘍。まあ、もののついでに覚えとき」

「うえ……こんなんなってるんですか……」

「このモコモコしたん、悪いもん？」

　ゲンとリュウはにぎやかに指を突っ込んでいたが、ゲンが急にリュウからそれを取り上げ、雅貴に渡して真面目な口調になった。

「雅貴、お前、これちゃんと練習しとけや」

「………」

　雅貴がゲンを見た。

「嫌なオッサン客が来たら、さっさとそこ触ってイカせたれ！」

「ほんまや！　ええやん！　先に一発抜いたったら、しつこいオッサンもびっくりしよるで」

「リュウは黙っとれ！　ふざけてるんやない。雅貴はこれが仕事になるねん。プロでやるんやったら、なんやこう……決め技みたいなん持っとった方が有利や。あっこの店は競争激しいけど、ええ客ついたらほんまに稼げる。お前、ホモちゃうんやろ？」

　雅貴は頷いた。

「ほなら、余計や。嫌でも、やれ！　他の奴らは好きでやってるホモがほとんどやから放っとったらええねん。お前みたいに、ちゃう奴はその分不利やから作戦と技で勝負や。先制攻撃かけたったらええんや」

「……ゲンちゃん、ケンカやないんやから」

　九鬼が苦笑した。

「いや、身体張っての勝負や。んなもん、稼いでナンボや！　わかったか、雅貴！」

　ゲンはいつの間にかすっかり雅貴を子分扱いにしている。

　雅貴も真剣な表情になっている。

「割り切って、オッサンのケツの穴に指突っ込んだれ！　先にやったもん勝ちや」

　ゲンの力強い言葉に、雅貴は恐れが少しだけ飛んで行くような気がしていた。




■■■




　差し入れに来た『クロムグリーン』の内藤に九鬼は尋ねた。

「そちらの方々のセックスって先に浣腸しはるでしょう。店では何使ってはるんですか、グリセリン？」

「グリ浣言うても、せいぜい市販のイチジクですよ。先生らがしはる程やないですわ。ＳＭコースのお客様は別ですけどね。あとはバスルームのシャワーのノズルに専用のがあるんですわ。トイレの洗浄機も使いますよ」

「ああ、そやったんか。そうやわなあ、普通、薬局で買う言うたら、イチジクやわなあ……ごめん、本格的にグリ浣の仕方、教えてしもたわ。俺、それしか思いつかへんかったんや……」

　ちょっと困った顔の九鬼に内藤は吹き出した。

「そんなことまで教えてくれはったんですか！　先生、ありがとうございます」

そう言って、べったりと雅貴の横に座った。

「よかったなあ、雅貴ちゃん。お客様、きっと喜んでくれはるわ」

　内藤に微笑んでみせる雅貴はだんだんと決心を固めていた。

　身体を売らざるを得ない状況のいま、逃げることは出来ない。ならば、ゲンの言うようにビジネスと割り切って考えれば良いのだ。自分の身体を使った商売だ。雅貴はそう思うことにした。

「ねえ、先生、ちょっと私の相談聞いてください。雅貴ちゃん、ちょっと失礼。それ食べててね」

　内藤は雅貴に弁当を渡し、九鬼をパーティションの奥に引っ張った。

「何ですか？」

「……先生、雅貴ちゃんの身体、どうですか」

「うーん……。無理はできませんが傷はほとんど大丈夫やと思います。ただ、精神的にはまだ不安定かな」

「そうですか……。ほんなら、先生にお願いしようかなあ」

「何を？」

「アナルの開発」内藤はさらっと言ってのけた。

「……お断りします」

「店に出したときにある程度使えんと困るんですわ！」

「そんなん、内藤さんがしはったらよろしいですやん」

「先生やったら、あの子も嫌がらへんかもしれませんやん。店では森本がおりますから、雅貴ちゃんは身体を慣らして連れて帰らな、また彼に預けなあきません」

「別に店やなくても内藤さんの家でもどこでもよろしいやないですか。俺はお断りします」

「ほな、私がここに来させてもらいます。ここでやらせて頂きます」

「どうぞ、ご自由に」

「せぇんせー！　お願いしますよぉー！」

　最初は小さかった内藤の声は、いつの間にか部屋中に丸聞こえだった。

　パーティションからひょいと雅貴が顔を出した。

「雅貴ちゃん……」

　内藤がしまったという表情になった。

「マサキさん、店に出るための準備……って……分からはるよね？　そろそろどうや、って」

　九鬼が率直に言うと、雅貴は一瞬こわばった。

　さっき決意したばかりなのに、冷や汗が出た。

　すっと青ざめた彼を見て、内藤が肩に腕を回して囁いた。

「森本はもう嫌やろ？　先生やったら怖ないやろ？　な、な？」

　二人が顔を揃えて、九鬼を見た。

「だめ。あかん。お断り！」

　九鬼はあがいた。







　雅貴は九鬼に言いにくく、黙っていたことがあった。

　毎日朝、起きるたびにそっとため息を吐く。森本に触れられて以来、勃起しないのだ。身体の具合が悪かったからだと思っていたが、随分元気を取り戻した今になっても、朝立ちさえしない。

　どうしようかと迷っていたが、これからの事も考えると、やはり相談した方がいいと思った。

　九鬼は本を読んでいる。雅貴はノートパソコンを持って彼の横に座った。筆談より、キイボードを打った方が早いのだ。

「先生、ちょっと相談なんですけれど、いいですか？」

「はい」

「言いにくいのですが……あ、書きにくいのですが」

「ええよ、そんな細かいこと。しゃべってんのと同じやから」

　九鬼が言うと雅貴は笑った。

「どうしはった？」

「あの……」少し打つのを躊躇する。

　九鬼は黙って待った。

「僕、勃たなくなったんです」

「……ここ？」

　九鬼が股間を指さした。雅貴は頷いた。

「いつからですか？」

「多分……声が出なくなった頃。それまでは大丈夫でした」

「ああ、そう……朝立ちもないんですか？」

　再び雅貴は頷く。

「そうですか……よっぽどショックやったんやなあ」

「自分ではそんなに神経質な人間だとは思わないんですけれど」

「うん……余りにも色々な事が一気にあったんやから……それは誰でもどこかで対応しきれない部分が出てくると思いますよ。胃潰瘍になる人もおったら、脱毛症でハゲてまう人もいはる。何が出てくるかは分からへんのやわ」

「ハゲるよりは、いいかな」

　雅貴は前髪をひっぱった。

「自分で触ってみはった？」

「少しだけ」

「あ……そうか……ここの部屋ではオナニーなんてする気もおこらへんわなぁ。こんなむさいオッサンと一緒やもんな、ごめんな」

　雅貴は左右に首を振って否定する。

「そや、今度、ゲンちゃんにエロ本持ってきてもらおうか。きれいな女の子見たら、ちょっとは気分も変わらはるかも知れへん」

　ちょっと赤くなって雅貴はうつむいた。

「ま、そこからやな……。オペの後遺症ではないと思います。腹部の縫合は雑やったけど、中身はちゃんとくっつけてあったし、それは心配しはらへんでも大丈夫」

「ありがとうございます。先生がいらっしゃらなかったら、僕はもう死んでいたと思います」

「そんなことないですよ」

「だから僕は頑張ろうと思います。生きて、頑張って働きます」

「……あんまり頑張らんでええよ。頑張ったらしんどい。壊れるのも早よなる。焦らないこと、気負わないこと。覚えといて下さい」

　九鬼が飄々と笑いかけるので、雅貴はちょっと気を抜かれた。

　彼の傍にいると安心する。雅貴は泣きたい気分になった。

「あれ……どうしはったん？」

「……」

　みるみるうちに涙があふれてきた。それを慌てて拭い、雅貴は笑おうとした。

「ここでは感情を抑えたりせんでもええんやで。泣いてもわめいても暴れても、構へんねんで」

　ぽんぽんと頭を撫でて、九鬼は雅貴を一人にしてやろうと立ち上がった。雅貴がとっさにシャツをつかんだので、彼は座り直した。そうして雅貴の肩を引き寄せた。

　九鬼の肩に頭を乗せて、雅貴はしばらくしゃくり上げていた。

「女の子なら抱っこして、よしよしするところやけどね。甘えてみはる？」

　そう言うと、雅貴は抱きついてきた。胸に涙の温度が伝わる。自分がここへ連れてこられた頃の何とも言えない暗く重たい不安を九鬼は思い出した。

　雅貴はまだ十八の少年だ。立ち居振る舞いからして、育ちは良さそうだ。そんな子供の、一人きりの心にのしかかる圧力はさぞかし大きいだろう。九鬼自身もこうやって誰かの体温を感じるのは何年振りだろう……と思った。

　九鬼の胸に押しつけた耳に、彼の鼓動が聞こえた。雅貴は静かに目を閉じて、しばらくその音を聞いていた。幼い日の幸せな時に戻ったような穏やかさを覚え、心のざわめきが沈んでゆくような気がした。

「落ち着かはった？」

　九鬼の声に雅貴は頷いた。もう少し、このままでいたかった彼はそのままじっと離れなかった。幼児のように抱きつく彼を、九鬼もあえて引き離そうとはしなかった。そっと頭を撫でられているうちに、雅貴は眠りに落ちていった。

　九鬼もいつの間にか、うとうとしていたのだろう。気が付くと、目の前に竹脇が座っていた。

　雅貴をそっと横たえてやり、入口のソファに場所を移した。

「宗旨替えか」

　にやにやと竹脇が笑う。

「いつから来てはったんですか」

「俺が来たのも気ぃつかんほど、いちゃついてる方が悪い」

「あほ言わんといてください」

　そう言いながら、寝ている子供を起こさないくらいの気遣いを竹脇が出来ることに九鬼は微笑んだ。

「何笑わろてはるんや。気色悪い。そんなに上手かったんか、あのガキ」

「やめて下さいよ。何か用ですか」

「ああ、そや。内藤が先生に頼み事したけど断られた言うてピーピーうるさかったんやけど、大丈夫そうですやん」

「内藤さんの件はお断りしたままです。俺には出来ません」

「今回に限り、商品に手ぇ出しても構いませんで」

「構うも構わへんも、そんなことできませんって」

「……先生。やってもらわな困りますなあ」

「俺の仕事やありません」

「ほな、今から先生の仕事や。業務の一つですわ」

「勝手に決めんといて下さい」

　竹脇はひょいと片眉を上げた。自分を怒らせるなと言うことらしい。以前、彼に制裁を受けて一週間以上寝込む羽目になったことを九鬼は忘れてはいない。

「これ、内藤から」竹脇は紙袋を差し出した。

「何ですか」

「お道具やと」

「うえ……」

　覗き込んだ紙袋の中にはローションやディルドなどが入っていた。

「竹脇さん、見はりました？」

「見とうもないわ」

「こんなん、俺には出来ませんって……」

　九鬼は情けない声を上げた。

「何でやねん。医者いうんは検査や言うてケツに指突っ込んだり、大腸ファイバー突っ込むん得意ちゃうんか。同じやろ」

「意味がちゃいます」

「この際、一緒や」

　有無を言わさぬ竹脇の態度に、九鬼は天を仰いだ。

「じゃあ、ちょっと注文出してもいいですか」

「何や」

「エロ本とかＡＶ貸してください。可愛い女の子がたくさん出てくるやつ」

「……何や急に」竹脇が怪訝な顔をする。

「資料として必要なんです」

「ふん……何が資料やねん」竹脇は笑う。「裏もんはなんぼでもあるけど、ここはテレビないから無理や」

「写真集とかそういうんでいいんですわ」

「ええで、それくらい。女で勃たせて男に突っ込むんか」

「下品やなあ……。ちゃいますって」

「エロ本欲しい言うんは下品ちゃうんか。まあええわ。ガキ向けのんやな」

「あれ……お見通しですね」

「先生はもう枯れてはるやろ」

　竹脇は九鬼の股間を鷲づかみにして目だけで笑った。







　ベッドから降りて、女がミニスカートの裾を引っ張り下ろしている。

「センセ、アリガトね」片言の日本語で礼を言った。

「あのね、ソンファさん。毛ジラミってお分かりですか？」

　九鬼が聞いた。

「……ケジ・ラミ？」

　小首を傾げる営業用の笑顔はグロスで光る唇が目立つ。彼女は後ろに控えている姜に助けを求めた。

「ああ、嫌だ。しばらく店に出せないね。先生、分かった。私から説明する」

　姜がうんざりした顔でソンファを見て韓国語でまくし立てた。しょんぼりとする彼女に九鬼は薬を渡した。

「相手の方が分かってはるんやったら、その人も一緒に治療した方がいいんですけれどね……」

　九鬼が言うと、姜は肩をすくめた。

「お客さんだから、強く言えないね」

「ま、他の女の子に移らないように気をつけてくださいね」

「はい、分かった。アリガト」

　そう言いながら、ソンファの目は九鬼の背後を見ている。

　九鬼が振り向くとパーティションの奥にいる雅貴が少しだけ見えていた。視線を感じたのか、雅貴が顔を上げた。

「ダレ？　カワイイ！」

「失礼でしょ。駄目！」

　身を乗り出したソンファの腕を姜がつかんだ。

「ゴメンね、先生」

「いえ。来週もう一回見せにきてもらえますか？」

「分かった。来週ね」

　姜は言ったが、おそらくもう来ないだろう。いつもその繰り返しだ。ソンファは雅貴に手を振って、姜に連れられて帰っていった。

「雅貴、モテるなあ」

　姜が支払った金を手提げ金庫に入れながら、ゲンが言った。

「今の女の子、誰かれ構わず寝るし、他の子の彼氏とも平気でやりよるから、毛ジラミなんか移されるねん」

「ゲンちゃん……一応、患者さんなんやから、よそ行って病名なんかは言わんとってや。頼むで」

「はーい。すんませんでした」

「ここは病院やないけど、俺には守秘義務があるんやわ」

「せやから、先生、信用されるんやな。見習わなあかんなあ」

「信用されてるかどうかは知らんなあ」

「されてますって。なあ？」

　ゲンが雅貴に同意を求めると、雅貴は深く頷いた。

「ほら、あいつも言うてますやん」

「ありがとう」

　九鬼は苦笑した。こんなところでモグリもどきの医者をやっている自分の、何が守秘義務だ。

「先生、俺、ちょっと用事ありますねん。今日はこれで帰りますわ」

「あ、お疲れさま」

　ゲンが外から鍵を閉める音が、いつも九鬼には自分を嘲笑う声に聞こえる。







　可愛い女の子が制服のスカートを胸元まで上げていたり、セーラー服の隙間から胸の谷間を見せている。下着から柔らかそうな大きな胸がこぼれ落ち、挑発的な目つきで女の子が誘う。何も身にまとわない上に大胆なポーズで笑いかける……そんな写真が満載の本や雑誌を見ても、雅貴の身体に変化は起きなかった。それなりに興奮するものの、彼の一物はぴくりともしなかった。

　九鬼の部屋の一角を仕切って、組事務所のモニタに映らないようにして雅貴の居場所が作られている。その中で彼は深いため息を吐いた。やはり、どこか悪いのか……と不安が増していた。

「マサキさん、ええかな？」

　九鬼がパーティションを一応の礼儀でノックする。

　ばさばさと雑誌を閉じて、今のため息が聞こえたかと雅貴は少しばつが悪かった。

「どうですか？」

　首を振る雅貴のその気持ちを九鬼は推し量った。

　雅貴はたった今まで見ていた写真で興奮した勢いにまかせて、九鬼に頼んだ。

「先生、診てください」

　パソコンの画面に浮かぶ数文字には雅貴の切実な気持ちが込められていた。

「マサキさん……」

　九鬼は一瞬間をおいて事務的に言った。

「わかりました。じゃあ、そこに横になって下さい」

　雅貴のベッドは診察台だ。

「写真見たら、ちょっとはエッチな気分はしましたか？」

　雅貴が頷く。

「勃起しそうな感じは？」

「………」

「あ、そうですか……。じゃあね、ごめんなさいね、ちょっと失礼。診せて下さいね」

　九鬼は淡々と雅貴の下着を下ろした。雅貴は目をつぶってじっとしている。

「うーんとね、ごめんね、力抜いて下さい。大丈夫、フォーリー……ほら、導尿するのに見てるから。恥ずかしくないですよ」

　雅貴は触れられるごとに森本を思い出した。気が付くと、九鬼の手を払っていた。

「……っ！」

「ごめんなさい！」と出ない声で雅貴が叫んだ。

「大丈夫。気にせんといて……。嫌なんが蘇ったんやな。……止めましょうか？」

　雅貴は森本にされたことの恐怖心で震えた。

　九鬼は彼の下着を上げて、毛布を掛けようとした。その腕を雅貴がつかんだ。

「つづけてください……」雅貴の口が静かなまま語る。

「マサキさん……」

「いいんです。だいじょうぶ。せんせいだから」雅貴は九鬼の手を握った。「いま、やめたら、もうだめなような、きがします」

　九鬼はそこにあった雑誌を一冊開いて、グラビアを雅貴に見せた。

「その女の子を見て……その子だと思って下さい」

　そう言って、九鬼は雅貴の下着に手を入れた。

　雅貴は温かな掌に包まれるのを感じた。やわやわと全体が揉みしだかれる。

　九鬼は何か言ってやりたかったが、男の声がするとせっかくの女性の想像が壊れると思い、黙っていた。ただの勃起障害にこんなことまですることはないと、自分の中で冷静な声がする。解ってはいるものの、今更どうしようもない。これも治療の一環だと我が身に言い聞かせた。一回勃起して射精すれば、あとはやりたい盛りの少年だ。放って置いても大丈夫だろうと思った。

　撫でられ、さすられ、心地よかった。森本の乱暴さとは違い、九鬼の優しさを雅貴は感じた。

　それでも、余り反応が起こらなかった。

「ちょっと待って下さいね」

　九鬼はほとんど息だけで雅貴の耳に囁いた。その声は雅貴の背中にぞくりと官能的な刺激を走らせた。

　九鬼は表面麻酔剤のゼリーを少し自分の掌で温め、雅貴の肛門に塗った。

「は……っ……」

　麻酔剤の効果で、肛門周囲がじわりと熱を帯びてくる。

「大丈夫、力を抜いて……」

　九鬼はまた囁く。

　ゴム製のフィンガーサックを指にはめ、雅貴の内をまさぐった。左手で確かめるように雅貴の陰茎を握り、右手で前立腺を探し当てた。

「ああ…っ……はあああっ……！」

　音無き声で雅貴が叫ぶ。

　みるみるうちに雅貴の海綿体は充血し、大きさを増した。九鬼の左手が事務的にそれを扱く。

「……あっ……あ…あ…ああっ……！」

　九鬼が左手の速度を上げた。

「ん……んっ……あ、でる、でる！……あっ！」

　勢いよく白濁が二度、三度とグラビアで微笑む女性の顔に飛んだ。

　雅貴は息を弾ませながら、九鬼の胸に身体をあずけた。彼にもたれて、九鬼の鼓動を聞いた。

「さ、そんな格好してないでシャワー浴びて下さい。ほら」

　九鬼が雅貴を立たせようとすると、雅貴は九鬼に抱きついて耳元に口を寄せた。

「ありがとうございました」そう言ってしまうと、雅貴は急に恥ずかしくなって、シャワーへ駆け込んだ。

　アルコールガーゼで後始末をしながら、九鬼は「これでいいんや」と自分を納得させようとした。医師の領分を超えてしまったのではないかと、複雑な気分だった。

　ほんの一瞬だけ、雅貴をいとおしいと思う気持ちを認識したからだった。

　雅貴の身体はシャワーの中で九鬼の感触を反芻していた。最初はグラビアの女の子に触られていることを想像していた。が、九鬼の呼吸音に気づいた途端、もうその手は九鬼以外の誰の物でもなかった。後ろを触られても嫌ではなかった。

　九鬼だったからだ。そう思ったら、また、身体が反応した。

　九鬼の囁き声が聞きたい。あの手で触られたい。

「せんせい……せんせい……」大きく叫んでも幸いにも声が出ない。シャワーの音に紛れて、雅貴は自分でもう一度放った。







　次の日にやって来た内藤は、入ってくるなり雅貴に駆け寄った。

「わあ！　雅貴ちゃん！　元気そうになったねえ。具合、良うなったんやねえ。いやあ、なんかえらく可愛らしなったやん！」

　ひとしきり腕や脚をべたべたとくっつけている。そして、片づけ物をしている九鬼にすり寄り、声を潜めた。

「先生、やっぱりやってくれてはるんですね。ありがとうございます」

「……何にもしてませんよ」

「嘘ぉ。雅貴ちゃん見たら分かります。あんな可愛い顔になって。先生にお願いして良かったですわ」

「いや……だから……ほんまに何もしてないんですわ。袋に入ったあれ、そのまんま」

　何も、というのは嘘だが、内藤に頼まれた事をしていないのは本当だったので、九鬼はそう言った。

「ええ？　いやあ、ほんまにほんま？」

「袋、そこに置いてありますから確かめてくださいよ」

「いや、ええですわ。ほんまぁ……。そしたら、雅貴ちゃん、どうしたんやろ」

「どうもしないでしょう」

　九鬼は内藤の独特の嗅覚に驚いていた。

「あの年頃の子ぉは、一瞬で変わるんですよ。ええわあ。可愛いわあ」

　内藤はうっとりと雅貴を見ている。

「……そんなもんですか……」

　九鬼は素知らぬ顔で仕事を続けた。




■■■




　明け方に九鬼の携帯電話が鳴った。

　外から向かいのフィリピーナ達のご帰還の「シャチョーサン、オヤスミー！」が賑やかに聞こえている。

　九鬼は昔から血圧が低く、起床してからエンジンがかかるのに少々時間が必要だった。それでも急患だと聞くと反射的に体は動く。眠っている雅貴を起こさないように静かに用意をしたつもりだったが、雅貴はぼんやりと起きてきてしまった。

「ああ、ごめんね。急患が一人来はる……」言いかけて雅貴を見ると、彼の寝間着代わりのスウェットの前が大きくなっていた。それに気づかぬ振りをした。

「……急患が来はるんや。ちょっと騒がしいけど、ごめんね」

　彼の朝立ちに、内心、九鬼は安堵した。

　十分ほどして若いボーイとリュウ、そしてゲンの三人に抱えられてきたのは、まだ未成年の大学生だった。弓倉組のフロントの一つである若者向けクラブで無茶な酒の飲み方をして倒れたのだった。

「北原さんです」ボーイはぜいぜい言いながら若者の名前を告げた。

「何、飲まはったか分かりますか？」

　九鬼が点滴を用意しながら聞いた。

「ええと……ビールから始まって……ジンベースのカクテルをいくつか、ウイスキー、シャンパン開けはって……それから……ウオツカも……」

　ボーイは指を折って告げてゆく。

「もうええわ、ありがとう。そら、それだけ飲んだら倒れるわ」

　九鬼は呆れ顔で言った。

「北原さーん！　き・た・は・ら・さん！　聞こえますか？」

「……」

　北原は頭を少しだけ動かして反応した。

　吐く息に独特の匂いがする。マリファナか……九鬼は眉をひそめた。

「北原さん、飲み過ぎでね、気持ち悪いでしょう。点滴の注射しますよ。ちょっと痛いけど我慢してくださいね」

　袖を捲り上げると、上腕部にはカラフルなタトゥがあった。気にせず九鬼はさっさと針を入れ、点滴の速度を速めた。

「ちょっとね、失礼しますよ。おしっこ出さないとあかんのですわ。ごめんね、恥ずかしくないですからね」

　声をかけながら、北原のジーンズを下着ごと下ろし、フォーリーを用意した。

　ボーイとリュウはへばってソファで休んでいたが、ゲンは慣れたもので、北原が暴れないように押さえに回った。雅貴は邪魔にならないように少し離れて見ていた。

「ああ、ごめん。ゲンちゃん、ありがとう」

　九鬼は言いながら、縮こまった北原のペニスの先にチューブを入れてゆく。

「ちょっと、お腹触りますよ」と、九鬼は北原の腹部に圧力をかけた。ベッドに吊したパックに尿がどんどんたまってゆく。

「おしっこ出したら、ちょっとマシになりますからね」

　北原の臍にはピアスが付いており、その周りにもタトゥが彫られていた。

「親が見たら泣くぞ……」

　九鬼は呟いた。その時、自分の目の奥に頭痛の予兆を感じた。

「重たかった……腕だっるー！」リュウがぶつくさ言っている。ボーイは携帯電話で店に連絡をしていた。

「ほな、俺、店帰りますわ。先生、ありがとうございました。あとでマネジャーが来るそうです」

　ボーイは頭を下げた。

　九鬼も「お疲れさま」と返して、「ああ、ちょっと。北原さんは親御さんに連絡しないでいいんですか」と尋ねた。

「すみません、マネジャーに言うてくれはりますか。僕じゃ分かりません」

　ボーイは愛想良く言って出ていってしまった。

　ゲンが煙草に火をつけた。

「先生、北原の親父は北原益三ですわ」

「北原益三……？　国会議員の？」

　九鬼は理由ありだとは思っていたが、救急車を呼ばずにここへ連れてきた意味が分かった。政局が安定していない現在、いつ国政選挙があるかもしれない。身内の不祥事は議員にとってかなりのダメージになる。弓倉組にとっては格好のネタだろう。九鬼には瀧上のほくそ笑む顔が目に浮かぶようだった。

　雅貴はしばらく北原の側で点滴が落ちるのを眺めていた。

　先ほど、フォーリーを入れるために九鬼は何のためらいもなく北原のペニスを持っていた。その時、自分は羨ましいと思ったのだ。どんな形であれ、九鬼に触って貰えた北原が羨ましかった。

　雅貴は自分の感情に戸惑っていた。

　あれ以来、九鬼の感触が忘れられない。雑誌を見て巨乳の女の子が触ってくれることを想像しても、その指先は九鬼のものだった。もう一度、触られたい。九鬼の鼓動を感じたい……そればかりが始終頭の片隅で雅貴を誘っていた。

　急に九鬼が頭を押さえた。

「ああ、あかん……ゲンちゃん、ごめん。十分だけええかな。点滴、まだ大丈夫やから構わへん？」

「いいっすよ。見ときます。マネジャー来たら、待たせますわ」

「来はったら、言うて……構わへんから……」

　九鬼は奥の自分のスペースへふらふらと歩いた。雅貴の横を通るときもこめかみを押さえて目を閉じたままだった。

「……せんせい……？」

　雅貴が後を追おうとするのをゲンが止めた。

「雅貴、ええんや。先生、偏頭痛やねんて。見ててみ、ほんまに十分経ったら起きてきはるから」

　そう言われても、雅貴は九鬼の側に行った。寝床に俯せて横を向き、眉間にしわを寄せている。そっと手を出すと、額に触れる前にびくっと九鬼が反応した。

　薄目を開けて、雅貴だと分かると小さな声で言った。

「ごめん……すぐ治るから、ちょっとだけ寝させて……」

　びっくりして宙に浮いたままの雅貴の手を取って握った。その状態ですうっと寝息を立て始めた。

　雅貴はもう片方の手を重ね、九鬼の手を包んだ。指の一本一本がとても大切な物に思えた。眼鏡を取った顔をじっと見つめた。うっすらと伸びたひげが自分の肌に押しつけられたら、少し乾いた唇が自分に重なったら、どんな感じがするだろう……と想像した。

　きっかり十分して、九鬼は目を開けた。

「ああ……ごめんね。びっくりしはったでしょう」つないだ手に気づいて、「心配してくれはったんや。ありがとう」と起きあがった。

　雅貴はまだ心配顔だった。

「もう大丈夫」九鬼は痛みの残る頭で笑って見せた。

「ゲンちゃん、ありがとう」

　九鬼は北原の点滴の速度を確認した。尿量を見て、もう一本輸液しようかと考えた。

「ぴったり十分！　大丈夫ですか？」

　ゲンが時計を指した。

「うん、ごめんねえ。やっぱり朝は弱いわ……ゲンちゃんは？」

「俺ら、ずっと通しで遊んでたから平気ですわ。なあ、リュウ」

　リュウは頷いて時計を見た。

「あー、俺、事務所の掃除せなあきませんねん。失礼しますわ」

「おう！　行ってこい」「お疲れさま、ありがとうな」

　九鬼とゲンが同時に言い、雅貴が手を振った。

　しばらくして、クラブのマネジャーと竹脇が入ってきた。ゲンがびしっと挨拶する。

「先生、すいません。お世話をおかけしました」

　マネジャーはひょこひょこと頭を下げた。

「急性アルコール中毒ですわ。もう一本点滴したら、元気出はるでしょう」

　九鬼が言うと、マネジャーは大きく息をついた。

「未成年みたいやから、気ぃつけて下さいよ」

　警察ではないので、九鬼はとやかく言うつもりはなかった。

「前にバーテンが注意したことあるんですわ。ほんなら、店はねてから待ち伏せして、ボコボコですわ。この人のグループ、いっつも無茶しはりますねん。先だってなんか、店ん中で暴れて色んなもん壊れて大損害ですわ」

「そんなガキ、いっぺん締めたらなあかんな」

　竹脇が機嫌の悪そうな声を出す。

　ぴっしりと糊の利いたクレリックシャツに品の良いネクタイをオーダーメイドのスーツに合わせてある。こんな早朝からこの装いは、さぞ北原の事務所にお似合いだろう……九鬼は思った。

「この子は親が議員さんですやろ、また、それにたかるアホどもに巧いこと言われて、余計ええ気にならはるんですわ。ゴールドカード持たされてはるから、もう……」

「始末に負えんか……ほんまのアホやのぉ」

　竹脇は吐き捨てるように言った。

「親は割とまともな議員さんなんですけどね」

「まともな親やったら、十代のガキにゴールドカードなんか渡すかい」

「そらまあ、そうですわな……。天満橋の新築マンションも買うてもろてはりますんやで」

　マネジャーがため息混じりで、少し羨ましそうに言った。

「先生、えらい大人しいですやん」

　竹脇が二本目の点滴ボトルに付け替えている九鬼に声をかけた。

　九鬼の頭痛がじわじわと増してきていた。やばいな……と思いながら答えた。

「ああ、すみません。朝は苦手なんですわ」

「雅貴とやりすぎなんちゃうんか。なあ、雅貴？」

「あほ言わんとって下さい」と九鬼が言う前に雅貴の顔が赤くなった。

「おっ！」竹脇が九鬼を見た。「へーえ……？」

「ちゃいますって！」

　九鬼は頭痛がひどくなった気がした。

「ううう……」北原が呻き声を上げた。

「北原さん、起きはった？　まだご気分悪いでしょう」

「……んあ？　どこやここ」

「急性のアルコール中毒でね、今、点滴してますから。もうちょっと我慢してくださいね」

「誰や、お前」

「お医者さん」

「嘘つけ。白衣着てへんやんけ」

　北原は毒づいて起きあがろうとした。

「ああ、まだあきませんよ。もうしばらく寝てはったほうがいいですって」

「うっさいんじゃ！　ボケ！」

　北原は片方の空いた手で九鬼を叩こうとした。その途端、がっと腕をつかまれた。

「兄ちゃん、えらい元気良うなったやん」

　ゲンが北原の額の中央部を中指だけで押さえている。それだけで頭を上げることが出来ない。

「何しとんじゃ、われ！　放さんか！」

「ちんちんに管つけて恥ずかしいのお。小便も一人でできんガキが何言いくさっとんねん」

　ゲンが嗤う。

「誰に向かってもの言うとんじゃ！」

　あくまでも北原は強気だ。

「北原さん、助けてくれはった人に対して失礼ですなあ。あんた、死ぬとこやったんですよ」

　竹脇が穏やかに言った。

「嘘や。ムカツクおっさんやのぉ」

「嘘やないですよ。酒だけやない、マリファナも吸ってはったでしょう。下手したらほんまに死んでしまいますよ」

　頭痛のために目つきが悪くなっている九鬼が冷えた声を出した。

「ほほお……議員さんの息子さんは、ええ生活してはるようやなあ」

　竹脇はそこで初めて口の端を上げた。

「知らん！」

　北原は足元にいた九鬼を蹴った。

「何さらすんじゃあ！」ゲンが恫喝する。

「これが終わったら、どこへでも連れて行って下さっていいですよ」

　点滴のボトルを指して九鬼は竹脇に言った。そして、北原に顔を近づけ、何の感情もこもらない低い声で囁いた。

「それまでは、北原さん、あなたは私の患者です。じっと寝てるだけでいいですから、大人しくしてて下さい」

　九鬼のその態度は、この場にいる誰よりも迫力があった。







　竹脇らに引きずられて北原が出ていった後、黙々と尿や点滴の後始末をして、九鬼はベッドに倒れ込んだ。

「ごめん……マサキさん。しばらく放っておいて……」

　雅貴がそばから離れようとしない。

「ああ、そうか……ちゃんと説明せなあかんね。偏頭痛なんや。半日ほどで治まるから、大丈夫。ちょっとうるさく唸るかもしれへんけど、びっくりしないで。心配しなくて良いですから……。薬も飲み物も食べ物も要らないです。ただ、放っといて……ごめん……」

　九鬼はそれだけ言うと、毛布を頭から被って胎児のように丸まった。

　雅貴は今まで、医者が倒れるというイメージを持ったことがなかったので動揺した。

「うう……」九鬼は繰り返し小さく唸っている。

　本当にこのまま放っておいていいのだろうか、誰かに連絡しなくていいのだろうか……雅貴は見ているだけの自分を歯がゆく思った。

　こんな時、相談に乗ってくれたのは家族だった。威厳があって頼りがいのある父、聡明で優しい母、友達の間でも人気のあった自慢の姉……今どき珍しく絵に描いたような本当に仲の良い家族だった。だが、父も母も自らに保険を掛け、命を絶った。姉は自分と同じようにどこかに売られたと聞いた。姉も誰かに犯され、汚されているのだろうか……。

　いま、九鬼に何かあったら、自分は本当に独りだ……雅貴は幼い頃から「しっかりした子」で通ってきた自分が、実はいつも誰かに頼って守られて生きてきたことを悟った。

　そして現在も九鬼に守られている、そう思った。

　痛みに苦しむ九鬼の声がいつの間にか止んでいた。

　どきっとしたが、毛布が規則正しく上下しているのを見て安堵した。そっと毛布の下を覗くと、苦しげな表情で九鬼は眠っていた。

　自分には九鬼を守ることはできないのだろうか……？

　しばらく見ているうちに早朝からの騒動の疲れか、雅貴も椅子に座ったまま眠ってしまった。

　どれくらい時間が経ったのだろうか、雅貴は少し寒気がして目が覚めた。九鬼の毛布をめくると、まだ眠っていた彼は眩しそうに顔をしかめた。

「ん……ごめん……もう少し寝かせて……」

　九鬼が呟いて毛布を引き寄せたときに、雅貴の手に触れた。

「……冷たいなあ……」

　夢うつつで雅貴の手を握りこんだ。その勢いで雅貴は九鬼のベッドに引き寄せられた。

「あ……？　あ！　ごめん」

　九鬼はさすがに目を覚ました。

「うわあ、身体、冷えてはる。これ掛けて」

　今まで自分がくるまっていた毛布を雅貴の肩に掛けようと起きあがった。が、「あたっ！　ううう……うー」と頭を押さえて、またどさりと横になった。

「……くらっと来た……いたぁ……あかんなぁ」

　そう言いながらも、手を伸ばして雅貴に毛布を羽織らせた。

　雅貴は一瞬にして九鬼の体温に包まれた。

「もしかして、ずっとそこにいてくれはったん？」

「ぼくも、ねてました」雅貴が口の形だけで答えた。

「ああ、ほんまぁ。悪かったなあ。今日は朝早かったもんな」

　九鬼は上半身だけ起きあがり、壁にもたれた。どうぞ、と横を示すと、雅貴が嬉しそうに座った。

「だいじょうぶですか？」

「基本的にはただの偏頭痛やからね。ひどいときには二、三日寝込まなあかんけど、今回はもうすぐ治りそう……かな」

「よかった……」

　雅貴は九鬼にもたれてみた。

　九鬼は避けなかった。雅貴が本当に自分を心配してくれたことを感じたからだ。誰かに気づかってもらうこと自体、何年ぶりだろう。ぼんやりした頭で腕に伝わる雅貴の重みを受け止めていた。

　雅貴は自分の動悸が九鬼に聞こえてしまうのではないかと思っていた。

　九鬼はまだ眠く、何の気なしに雅貴の肩に手を回した。が、雅貴の身体はそれだけで反応しはじめてしまった。

　眠りに入りかけた九鬼に雅貴は顔を近づけた。

「ん……なに…………ああ、マサキさん、ごめん。俺は患者さんとはそういうの無しにしてるんやわ」

　ただ拒否されたのではなく、自分のことを「患者さん」と言う、それが雅貴は悲しかった。

　うなだれる雅貴に九鬼は言った。

「マサキさんのことが嫌い言うてるん違いますよ。自分の中だけの俺なりの規定があるんやわ」

「だったら、ぼくは、かんじゃやないです」

「うーん……こんな特殊な環境下やからね、気持ちがそうなってもおかしくはないけど、マサキさん、そんなことしたら後で絶対後悔することにならはるよ……やめとき……うん、やめとこ」

　それは半ば九鬼が自分も気持ちが傾きかけていたことを示す言葉だった。

「もうちょっと、寝よ」

　そう言って九鬼は雅貴を後ろから抱きかかえて横になった。

　背中に九鬼の脈を感じる。腰のあたりには九鬼のものが触れるのを意識した。もちろん、九鬼のそれには何の変化もないのだが、雅貴はだんだんと自分のものに血が集まり始めるのを感じていた。

　雅貴は思い切ってくるりと体勢を変えて、覆い被さった。変化しはじめているそれが九鬼の太腿に当たった。

「マサキさん……」

　九鬼が自分を呼ぶ、その唇にそっと唇を重ねた。

　唇が触れ合うだけのキス、それだけだった。

　こんな軽いキスだけで、脚に触れる雅貴自身が大きくなるのが判る。竹脇の強引で濃厚なものとは全く違う、余りの初々しさを九鬼は可愛いと思った。

　九鬼はついばむように雅貴の唇を挟んで舌でそれをなぞった。

　こんなに甘いキスは雅貴にとって初めてのものだった。九鬼の舌が入ってきて、自分の舌を誘い出す。絡め取られ、吸われる……それだけで雅貴は悦楽の波に溺れた。

　すっかり硬く形を変えている自身を触りたくて仕方がないのに、九鬼がわざと手をつないでそれを阻む。雅貴は羞恥しつつも動く腰を止められなかった。

　下半身に擦りつけられる熱い軸。九鬼はつないだままの手をそこに添わせた。

「気持ちいいの？」

　耳に小さく囁かれ、雅貴の背筋を電流が伝う。

「……は…んっ…」

　雅貴が音の無い声で吐息を洩らした。

　九鬼は雅貴の下着に手を滑り込ませ、指一本で全体をなぞった。尖端に滴る粘液を指先で亀頭部分に塗りつける。

　最も敏感な部分を刺激され、雅貴は全身をざわめかせた。

　頭痛が九鬼の良心に警告する。行き過ぎだ、深入りするな、と。彼の身体は素直に従って、高ぶりかけていた自身を諫めた。

　雅貴の耳にちゅっと口づけると、彼は我慢できなくなったのか、九鬼の手を取って握らせた。強弱をつけて扱いてやると、雅貴は首を振ってもっと、とせがむ。九鬼は雅貴の望むまま、くちゅくちゅと音を立てて手を速めた。

　まだ息を弾ませている雅貴に、彼の放った始末をしながら九鬼が言った。

「汗、かいてはる……シャワー浴びてきはったら？」

「………」

　雅貴は後ろから九鬼に抱きつき、九鬼の股間に手を伸ばした。

　九鬼はやんわりそれを押しとどめた。

「ええんや、そんなことしはらんでも」

「せんせいにも、きもちよくなってほしいです」

「マサキさんの気持ちだけで充分。さ、汗流して」

　九鬼は優しく言った。

　雅貴が浴室に消えると、九鬼はベッドに突っ伏した。自分の物ではない匂いがシーツについている。

　痛みが頭の芯から脈と同調して強くなった。

　自分の患者には手を出さない……それが九鬼の絶対的なルールだった。この痛みは罰だろうか。「いってぇ……」口に出して言ってみても、痛みは許してはくれそうになかった。少年相手に何を浅ましい真似をしているのか……自分が最低の人間に思えた。

　その日は一日、自己嫌悪の渦が痛みと共にぐるぐると回っていた。







　九鬼はゲンに買ってきてもらった最新号の外科専門雑誌に目を通していた。

　トピックスとして上がっている論文に興味をそそられ、読みふけった。トップページに戻り、筆者を見て驚いた。草野治、大学時代に実習のペアを組んでいた男だった。卒業後も同じ外科畑ということもあって、よく一緒に飲んだりしていた。七年前に草野がアメリカの大学に移った後も何かと連絡は取り合っていたが、その二年後に九鬼がこのような生活になってからは、当然ながら音信不通だった。

　現在、草野は母校の大学に准教授で戻って来ていると書いてある。この論文に示された研究内容なら、すぐに出世するのだろう。昔から真面目にしていても笑ったような人なつこい顔をしていたが、論文タイトルの横にある小さな丸囲いの写真は、自信に満ちた良い顔になっていた。九鬼はちょっとその画を撫でてみた。







　雅貴がリュウにパソコンを教えている。雅貴が声を出せない分、リュウがにぎやかだ。

「男でも子どもっちゅうのは、女みたいに分かり易いのお」

　竹脇が笑った。

「そんなもんですか。小さい子はしばらく見たことがないから分かりませんわ」

　九鬼がまともに答えると、竹脇は「アホ」と呆れた顔をした。

「雅貴の顔や。やっぱり手ぇださはったんや」

「出してませんて」

　竹脇はただニヤニヤして九鬼を見た。

「あのね、竹脇さん。例えば俺が、ヘビースモーカーで酒好きの飲んだくれで、女も男も来る患者見境なくみぃんな手ぇつけて、あなたの指示にも従わず、態度もでかくて、毎日毎日のんべんだらりとぐうたらしてて、不平不満文句たらたら言い続けるような人間やったらどうしはります？」

「んなもん、今頃、産廃の中で腐っとるやろ」

「産廃？　南港に浮かぶんやないんですか」

「そや。海やら川やらに捨てるんは見せしめや。早うに身元が割れるからな。産廃ん中なんて誰が見つける？」

「ま、そうですねえ……って、そやなくて！　俺がそういう人間やったら黙ってはらへん言うことですやろ？　そしたら、いま、こうやっておる俺は少なからず……」

「わかった、俺の負けや。もう突っ込まへん」

　竹脇は片手を上げて「もう言うな」と制し、内ポケットからフィルムを一本出して九鬼に渡した。

「これ、頼みます。先にベタ焼き見せて下さい。それから伸ばすやつ決めるわ」

「一時間下さい。ここで待たはります？」

「いや、ちょっと出るわ。出来たら電話して」

「リュウちゃん、暗室入ります。マサキさん、現像、見はる？」

　九鬼が声をかけた。

「先生、あかん。悪いけど今回は一人でやって下さい。雅貴はリュウと遊んどき」

　竹脇の一瞬の表情に九鬼は何か引っかかるものを感じたが、特には気にしなかった。

　暗い中でパトローネを開ける。リールをカセットに入れて現像液を注ぐと、あとはタイマーをセットして、何にも考えずにくるくると液を攪拌する。九鬼はおもちゃで遊ぶようなこの作業が結構好きだった。

　定着後、流水の中でフィルムが踊るとき、初めてその全貌が判る。

　干しながら眺めると、街の風景に混じって情事にふける男女が写っていた。

　コン、とノックの音がして、雅貴が入ってきた。

「あかんよ、見つかったら怒られるで」

「げんさんが、こられました」

「そう……。さ、向こう行って。やばそうなフィルムやから、見ん方がええですよ」

「きょうみ、ないです」

　雅貴は素早く九鬼に抱きつき、キスをねだった。赤色ランプに目の光が妖しく染まっている。

「あかん……」という唇の動きを雅貴のそれに塞がれたが、九鬼は応えなかった。

「さあ、おいたしてんと、ゲンちゃんらのとこ、行っといてください」

　雅貴の行動を悪戯という言葉で置き換えて、九鬼は笑って見せた。

　フィルムを印画紙に直接置いてプリントすると、いわゆるベタ焼きの出来上がりだ。

「ゲンちゃん、竹脇さんに出来ましたって連絡してくれるかな」

　暗室の中から九鬼が声をかけた。

　九鬼は改めてベタ焼きを見て気がついた。街の風景と思ったものは、アメリカ村で男が外人と何かやり取りをしているものだった。

「こいつ……」

　先日の北原だ。クスリかマリファナの受け渡し現場だろう。ネガの中から手元や顔が引き伸ばしに使えそうなものをチェックする。

　男女の絡みも、男の方は北原だ。腕のタトゥが特徴的なので引き伸ばさなくてもいいくらいだ。女は判りにくいが、見覚えがあるような気がする。このアングルは明らかに女の方がカメラの位置を知っていて撮られたものだろう。

「ラブホテルやないな。店か……？」

　九鬼はルーペで女の顔を確認した。

「出来たか」

　竹脇が入ってきた。

　外では、いつの間にか来ていた内藤がゲン達にケーキを振る舞っている。

「先生も竹脇さんも、どうぞ！　ここのケーキ、甘くなくて男の子にも人気やの」

　内藤は当たり前のように雅貴の腿に手を置いて張りつかんばかりに寄り添っている。

「後でもらうわ」

　竹脇は暗室のドアを閉めた。

「見はった？」

　干してあったベタ焼きを竹脇が自分で外している。

「ええ。使えそうなのはチェックしてあります」

「ふん……手回しええな」

「慣れました。……それより、この女性……」

　九鬼が言いかけると、

「そや。京や」

　竹脇はあっさり認めた。

「調べたら、『リュセット』に北原のガキが入り浸っとったわ。京指名でな」

「そうですか……。彼女、安宅さん……ちゃんと仕事してはるんや」

「おお。他の女の子ともうまいことやってるようやで」

「良かった、言うんも何やけど、まあ、うまいこといってはるんやったら何よりですわ。そやけど、この写真、出たら……やばいんちゃいます？」

「それくらい覚悟しとるやろ」

「少しだけ、彼女の顔、ぼかしてもええですか」

「俺は知らん」聞かなかったことにする、と言うことだろう。

「これとこれ……それと、この二枚。あと、ここ続けて三枚。キャビネで伸ばして」

　竹脇は的確に指定した。

「わかりました」

「先にケーキ食うか？」

「甘いものはいりませんけど、お茶だけ。停止液の酢酸の匂いで喉がいがらっぽいんですわ」

　暗室を出てきた二人のために、内藤がかいがいしく紅茶をいれた。

　入口のソファで、ゲン達が二人が断った分のケーキを分けて食べている。九鬼達がいる場所は普通の声で話している限り、彼らに声は聞こえない。

「雅貴ちゃん、ほんまにええ感じになってきたわ……。そろそろ連れて帰りたいけど、まだしゃべられへんのやなあ……」

　内藤がため息をついた。

「もうほとんど身体は大丈夫やと思いますから、黙っててもええんやったら、どうぞ」

「そんなん！　虐待してると思われますやん。それに……喘ぎ声、言うんも大切な商売道具なんですわ」

「……はあ」

　興味なさそうに言う九鬼に、内藤がにじり寄った。

「で、先生」

「はい？」

「ちゃんと……あっちの方はやってくれて……」

　九鬼は首を横に振った。

「うそぉ！」

「やってません」

「いややわあ。それであの色気？　ちょっと先生、何しはったんですか」

「何にもしてませんって」

　クリームを舐めながら、リュウが雅貴をこづいて、「見てみ、先生と内藤さんがお前の取り合いしてはる」わざと聞こえるように言い、ヘラヘラ笑いながら続けた。

「せやけど、お前んとこも、きょうだい揃って大変やなあ」

　その場の空気が一瞬にして凍り付いた。

「ボケ！」

　ゲンがリュウの頭を叩いたが、遅かった。

「きょうだい……？」

　九鬼が口を開いた。

「あねのこと、しってるの？」

　雅貴が声のないままリュウに詰め寄った。

「あねは、どこ？」

「お姉さんがいてはるんや……？」

　九鬼の問いに雅貴が頷いた。

「雅貴ちゃん……」

　内藤が駆け寄って雅貴の肩を抱き寄せた。

　九鬼は一瞬、竹脇を見たが、こんな時に口を割る彼ではないことくらい解っていた。

「……内藤さん……もしかして、マサキさんのマサキは苗字やないんですか？」

「……」

「マサキさん！　苗字は……？」

　内藤が雅貴を抱きしめて、九鬼に顔を見せないようにした。雅貴がもがいて九鬼に向き、息だけで叫んだ。

「あたか、です。あたかまさき！　あねは……」

「安宅京……さん……」

「せんせい……？」雅貴は目を見張った。

「竹脇さん！　あんたら、ほんまに人間やないな！」

　九鬼は吐き捨てて暗室に入った。

「京さんをここへ連れてきて下さい。マサキさんと会わせて下さい。そやなかったら、このネガ、燃やしますよ！」

　九鬼の手には先ほどのネガとライターが握られていた。

「会わせてあげることくらい、簡単でしょう！　何も引き離さんかていいですやん！　竹脇さん！」

「そのネガは、惜しいな」

　竹脇は平然と紅茶を飲んだ。

「内藤、ゲン、『リュセット』行って京、連れてこい。リュウは事務所で首洗って待っとれ。顔、見たない！」

　彼らが出ていくと、雅貴は九鬼に抱きついた。

「あねは、げんきですか？　ぼくみたいに、どこか、しゅじゅつされたりしてませんか？」

「大丈夫。元気でしっかり働いてはるって。安心し」

　九鬼が雅貴の頭を撫でてやっているのを見て、竹脇が呟いた。

「……やっぱり、お前らデキとるやんけ」







　安宅京は、最初に九鬼が会ったときの清楚な雰囲気を保っていた。

　内藤もゲンも、事情を話さないまま彼女を連れてきたので、彼女は部屋に入るとまず、九鬼に丁寧に挨拶した。

「その節はお世話になりました」

　頭を上げた途端、九鬼の横にいる雅貴に気がついた。

「まーちゃん……！　良かった……生きてて……」

　その後は二人固く抱き合って、言葉が続かなかった。

「お涙頂戴は見てんでもええやろ。今の間に現像してや」

「竹脇さん……」

「俺はちゃんと連れてきてやったで」

「解りました。ありがとうございます」

　九鬼はむすっと暗室に入った。

　たったいま見た京と、対照的にフィルムの中で男と痴態をさらしている京……。その姿を九鬼は印画紙に焼き付けていった。

　決して良い環境で暮らせてはいないだろうに、生来の気品を失わない彼女に九鬼は尊敬さえ覚えた。

　現像し終わって暗室から出ると、京が寄って来た。泣いていたのだろう、目が赤い。

「雅貴から聞きました。本当にお世話になったそうで、ありがとうございます。もうしばらくご厄介をおかけすると思いますが、どうか弟のことをよろしくお願いします」

「貴女は……」

「私は大丈夫です。何があっても、もう大丈夫。弟がいます。生きていてくれるのであれば、離れていても平気です」

　京は微笑んでみせた。自分にも言い聞かせるように言う。

「仕事もまだまだですけれど、先生に教えていただいた事を忘れずに働いているんですよ。どんな仕事も頑張ります」

「無理なさらないで下さい」

「はい」

「マサキさんがいてはる間は、いつでも、ここへ遊びに来て下さい」

「ええ、ありがとうございます」

　九鬼は握手する振りで近づいて素早く囁いた。

「やばい仕事には近づかないで」

　京は少し淋しそうな顔で頷いた。

「弟をよろしくお願いします」







　その夜、九鬼は出すことのない手紙を書いた。







　路上に向かいのフィリピーナたちの声が響く頃、九鬼はようやく眠りについた。

　霞のような夢の中で雅貴を見た気がした。手を動かすと何かに触った。するりと雅貴が横に滑り込んできた。

「……雅貴さん……」

　眠そうな顔で身体を丸め、くっついてくる。九鬼は狭いベッドの端に寄り、彼の場所を作ってやった。

「ごめんな……俺、マサキというのが苗字やと思ってた……あほやったわ……」

　九鬼は雅貴の頭を撫でて呟くように謝った。

　雅貴が構わないという風にゆっくりと頭を振った。

　そのまま九鬼は眠気に負けて、雅貴を抱えて深く闇に落ちていった。

　雅貴は熟睡している九鬼に軽く口づけした。

『クロムグリーン』で森本のモノを無理矢理握らされる以外、他人の男性器など触ったこともなかったが、九鬼のは自ら望んで触れたかった。おずおずと寝間着の中に手を入れてみる。主人と同じく眠り込んでいるそれを、そうっと手に包んで少しずつ起こす。それだけで雅貴は自分自身が熱を帯びるのを感じた。我が身の変化と共に、九鬼の脈打つ血流が手に伝わる……そのたびに九鬼のそれが育ってゆき、太さを増した。

　九鬼は朦朧とした意識下で快感を覚えていた。夢の中のとろけるように甘い感覚……。

「……んっ……はあっ……」

　九鬼が思わず洩らした吐息がまともに雅貴の耳を直撃して、雅貴は粟立つかのように淫気を漲らせた。

「！　雅貴さん……！　何をして……」

　目覚めた九鬼が抵抗するのに、雅貴は手を休めなかった。九鬼に気持ちよくなって欲しかった。先般、九鬼にされたように鈴口から溢れる滴を引っ掻くように塗りつける。

「あか……ん……っ……やめ……」

　九鬼は背を反らせて、身体を離そうとした。

「どうして？　せんせい、きもちよくないですか？」

「……っ……はぁ……気持ちええよ。ええからあかん……な、マサキさん、やめて」

「いやです」

「駄目や。やめて」九鬼は無理矢理離れた。

「なんで……？」

　見上げる雅貴の濡れた瞳がひどく扇情的だった。九鬼は思わず目をそらしたが、声のない雅貴と会話するには、顔を見なければならなかった。

「雅貴さんと関係するわけにはいかへん」

「ぼくが、かんじゃやからですか」

「そう……。それだけやなくて、多分、俺は雅貴さんのこと好きなんやと思う。もう、好きとか嫌いとかそういう感覚、忘れてしもたから、わからへんけどね」

　雅貴は九鬼の言葉に「孤独」を見いだした。自分も昨日までは独りになった寂しさを感じていたが、今は違う。姉がいる。九鬼には誰もいないのだ……雅貴は心に灯った光を分けてやりたかった。

「だから、余計にこんなことしたらあかん。前んときは……ごめん」

「ぼくも、せんせいのこと、すきです」

「ありがとう」

「きすして、いいですか」

「やめとこ。俺が止まらなくなったら困る」

　九鬼は雅貴の頬に手を添えて、笑った。

　雅貴がこんな状況に置かれ、そして側には九鬼しかいないために性欲の矛先が自然と自分の方へ向いてしまったからだ……九鬼はそう判断していた。

　ここへ連れてこられて、初めて二十四時間ずっと人が側にいる。誰かの息づかいを、体温を感じての生活……嫌ではなかった。むしろ、心地よく感じ始めていた。

　それを九鬼は危険信号と捉えた。




■■■




　昼の患者は白系ロシア人の女性だった。同じロシア人の女友達に連れられてきた。

「オ金アリマス。困ッテマス」

　片言だが日本語で会話が出来る。彼女らは国では大学まで出ており、語学が堪能な者が多い。

「どうしました？」

「タンポン、取レナイデス。日本ノタンポン、ワカラナイ、チョット違ウ」

　ゲンが身を乗り出して覗いている。九鬼はカーテンパーティションを置いて、目隠しをしながら、ゲンと雅貴に改めて入らないように、と釘を刺した。

　付き添いの女性は雅貴に愛想良く笑いかけている。ゲンは横に座り、天然の金髪と豊満すぎる胸をしげしげと眺めた。

「あん……っ……おうっ…ん…っ」

　九鬼が膣を広げて経血を洗い流すと女性はセクシーな声を上げる。大げさなそれを九鬼は気にせず鉗子を入れた。

　女性は必要以上に喘ぎ声を立て続ける。ゲンと雅貴は顔を見合わせ、ちょっと照れた。それを見て付き添いの女がくすくす笑う。

「確かヒモがついているはずなんやけど……」

　九鬼は想像してタンポンの紐を探したが、見つけられなかった。外科用のタンポンはしょっちゅう使用するが、生理用の構造など九鬼には見当もつかなかった。仕方なく鉗子を入れてつかんでみたものの、中で膨張しているので出てこない。

　うんざりしながら引っ張っると、何事かと思うような女性の叫び声と共に何とか取り出しに成功した。出した後も女性は喘ぎ続けている。

「痛いんですか？」

　九鬼は訝って尋ねると、女性は紅潮した顔で抱きついてきた。

「センセ、ヨカッタネ。イッチャッタワ」

　そんなわけないだろうと九鬼が呆れていると、あられもない姿のまま女性が九鬼の頬にキスの雨を降らせた。

　チュッチュッとその音が余りにも派手だったので、のぞき見したゲンが雅貴に報告した。すると付き添いの女が「アリガトネ」とゲンに覆い被さって巨乳でゲンの顔を押しつぶし、ぎょっとして見ていた雅貴も捕まって同じ事をされた。

　女性にキスされるのは決して嫌ではないが、処置が処置だっただけに九鬼は非常に不機嫌だった。その上、ゲンが彼女らのお色気サービスにほだされて、料金を安く言っているのが聞こえ、雅貴はと見ると、ぽうっと赤くなったまま放心している……九鬼はさらに気分を害した。







「あれ……？　雅貴、背ぇ伸びてへん？　なんかでかくなったような気がする」

　たまたま立ち上がったときに隣に並んだゲンが言った。

「そうですか？」

　雅貴は相変わらず声が出ないが、ゲンも口の動きで意志の疎通が図れるようになっていた。

「何センチやった？」

「………」雅貴は指で１・７・２と示した。

「もうちょっとあるんちゃう？」ゲンが手で背比べしてみせた。

「ゲンちゃん、雅貴さんは最初は具合が悪かったから、いつも身体二つ折りやったやろ。だからちゃう？」

　九鬼が二人を見くらべた。

「それに、まだ十代やから、もう少し伸びても不思議やないわ」

「ええなあ。俺はもうあかんかなあ……」

「さあ……ゲンちゃんは百七十くらい？　骨格もしっかりしてるからちょうど良いくらいやと思うけど」

「せんせいは、どれくらいですか？」

「俺は……百八十あるなし、かな。もうそれこそ何年も測ってへんわ」

「俺も先生くらい背ぇ欲しいな」

「そう？」九鬼は肩をすくめた。「ところでリュウちゃん、どうしてる？」

「ボウズんなって、反省中。謹慎ですわ」

「……かわいそうに」

　本当はそんなもので済んでいるはずがない。九鬼は想像がついた。

「すんません、俺も知ってたけど、言われへんかったんですわ。雅貴、すまんかったな」

「いいです。あねに、あえただけで、うれしかったです」

「ゲンちゃんも立場あるもんな……。でも、頼むわ。京さんと雅貴さんのどっちかが会いたいと思ったときに会わせてあげてや」

「せんせい……」

「無理なときは諦めてや」

　ゲンが難しい顔をしてみせた。

「ああ、そや。先生、朱雀さんがまた来たい、言うてはりましたよ」

「まだ伸びてへん。大丈夫やて言うといて」

「いやー。もうそろそろカットせな自分の鋏が泣く、とかなんとか……」

　ゲンがニヤニヤ笑った。

「いつまでも泣かせとけ！　って伝えて」

「雅貴、カリスマ美容師の朱雀さんって知ってるか？　先生の愛人なんやで」

　雅貴が目を丸くして九鬼を見た。

「ゲンちゃん！」

「すざくさん……いちど『くろむぐりーん』であったような……」

「おお、それそれ。あの人、女の髪しかいじらへんくせに、エッチは男しかあかんねんて。で、先生の愛人」

「やめてぇや……」

　九鬼がうんざりした声を上げた。

「だって、ほんま、朱雀さんが男の髪いじるんは先生のだけやねんで。デキてはんねん」

　ゲンが調子に乗って言えば言うほど、雅貴の目つきが悪くなる。

「とりあえず、ここへはしばらく来させんといて。阻止して」

「へーい」

　ゲンがふざけた返事をした。ふざけながら、竹脇が北原議員にゆさぶりをかける準備を整えていることを九鬼に伝えた。







　夜になって寝ようとしたら、雅貴が九鬼のベッドの脇に座り込んだ。

「すざくさんは、かんじゃさんじゃないんですか」

「……患者さんでしたよ」

「なのに……その……すざくさんとは……」

「だから、違いますって。あのね、俺はそっちの趣味はあらへん」

「……ぼくも、ないです……でも、せんせいのことが……」

　九鬼はふっと笑み、「ありがとう」と呟いた。

「あのね、ロシアの女の子にサービスしてもろて、気持ちよかったでしょう？」

「………」

「な？　雅貴さんはちゃんと女の子が好きな身体にできてはるんやから。仕事でもないのに、こんなところでオッサン相手にせんかてええんです」

「じゃあ、ぼくが、みせにでられるような、からだにしてくれますか？」

「……うーん、それは……内藤さんには頼まれたけど、俺の仕事やないです。悪いけど、出来ません」

「せんせいに、してもらえるんだったら、なんでもやります」

「雅貴さん」

「せんせい、どうして、ぼくには、ていねいなしゃべりかたするんですか。ぼくにも、げんさんといっしょの、しゃべりかたしてください。よびすてに、してください」

「ちょっと……雅貴さん、何か混乱してはらへん？」

　いろいろな気持ちがないまぜになって、雅貴は胸がつかえていた。それを一気に押し出した。

「ぼくを、かんじゃとして、みないでください。ふつうに、せっしてください。ぼくは……ぼくは……せんせいが、すきです……！」

「自分でマスかきしとき」

　九鬼は冷たく言ってくるりと背を向けた。

　年頃の性欲が旺盛なのはよく分かる。雅貴が好きだと言ってくれる気持ちも、痛いほど伝わってくる。しかし、ここで自分も我が身の性欲に素直になってしまったら、きっと歯止めが利かなくなる……九鬼はそう感じていた。

　九鬼の背中に雅貴は手を置いてしばらくじっとしていた。

「……せんせい……」

　そのまま雅貴は九鬼にのしかかった。

「こら！　あかんって！　重たい重たい」

「……すきです」

　雅貴は九鬼の両手を抑え、唇を重ねようとした。

「雅貴さん」九鬼は一段と低い声で言った。「男に強姦されるいわれ、俺にはないで」

　雅貴ははっとして身体を離した。

「ごめんなさい。おこらんといてください」

　九鬼がため息をひとつ、ついた。

「雅貴さんのことを嫌ってるんちゃうよ。好きでも、俺には、男のケツに入れる趣味も入れられる趣味もない。そんなことを雅貴さんにしたくないんや……。でも、まあ、なんとなくそんな気ぃになる時もあるやろし、男やから、勃つ時は勃つ。だからといって、襲ったりするんはどうやろ？　あかんよな」

　雅貴は頷いた。情けない気持ちでいっぱいだった。

「これは、雅貴さんだけに言ってるんちゃう。俺自身にも言うてるんや……」

「……？」

「こんな生活してたらな……どんどんどこまでも自堕落になれる。はじめは俺もかなりひどかったんやで……。雅貴さんはすぐにここを出ていける人やから、そんな風になったらあかん。もし、いま、雅貴さんと寝てしもたら、俺はもうあんたを離されへんようになるかも知れへん……お互いに困るやろ」

　九鬼が諭すように、そして苦く笑うように白状した。

　そうだ。自分はここにいつまでも居られるわけではないのだ。雅貴は九鬼の頬に顔を寄せた。

「いつまでも、ぼくのこえ……でえへんかったら、いいのに」

「それも困るやろ。声の方は心配しはらへんでも、きっと出るようになるわ」

「……こまりたい」

「あかん子やなあ……かなんなぁ……」

　九鬼の胸は愛しいという気持ちで満たされた。

「……負けそうや」







　ラジオのニュースが参議院の選挙を告げていた。

「ふーん……ゲンちゃん、北原益三って参議院やったなあ？」

　九鬼が尋ねた。

「そうです。もうすぐ選挙カーがこの辺も走りますやろ」

「このあたり、選挙権ない人の方が多いんちゃうの。堺筋あたりはうるさいやろな」

「アホ息子持ったら親も大変や」

　ゲンは意味ありげに嘲笑った。

「ああ……タイミング悪いな。ちょうど選挙にカチ当たったんや」

「まあ、そういうことですわ」

　詳しいことはゲンには言えない。九鬼は彼の口振りから、竹脇ら弓倉組が脅しをかけたのが成功したことを察した。

「世の中、金、か……」

　九鬼の呟きにゲンは「さあ？」と首を回して見せた。無かったら回らないという意味だろう。







　謹慎が解けてしばらく経つのに、スキンヘッドを通しているリュウが九鬼の部屋にやって来た。

「宗右衛門町の辺、ウザイんがうろちょろしとる」

「いつものことちゃうんか」ゲンが言った。

「いや……いま、昼ですやん。せやのに、胡散臭いんが何人かおりますねん。ここ二、三日ずっとですわ」

　雅貴は、どう見ても「ヤーさんのとこのチンピラ」のリュウに「胡散臭い」と言われる者達がどんなものかと想像してみた。

「それが、北原のガキのグループらしいんっすよ」

「なんや……荒れとんのか」ゲンが興味を引かれたようだ。

「素人さんの高校生や大学生に因縁つけて怪我させたりしとるらしいんっすわ」

「警察は？　相手が素人やったら被害届が出てるやろ」

　雑誌を読みながら九鬼が言った。

「出てはいるでしょうけどね……なぁんか変な感じがしますねん」

　リュウは何か引っかかっているようだったが、彼にそれを説明させると何時間もかかりそうだった。

「タカシとヨウヘイに気ぃつけるよう言うとけや」

　おそらく父親から叱責を受けた北原の息子が憂さ晴らししているのだろう。ゲンはリュウに下の者に注意させるよう指示した。弓倉組のフロントの店や従業員が被害に遭わないようにとの考えだった。

「それより、雅貴！　喜べ！」

　リュウが雅貴の肩をばんばん叩いた。

「りゅうさん？」

「明日！　お前の姉ちゃんが来るって！」

「あねが？」

　雅貴の表情がぱっと明るくなった。

「よかったなあ、雅貴」ゲンも弾んだ声を出した。

　気恥ずかしげに微笑む雅貴は嬉しそうだった。

　ゲンが九鬼の側に来た。

「雅貴の姉ちゃん、いま、アレやねんて。だから仕事にならへんから」

「ああ……」生理中か、と九鬼は納得した。店にはピルを服用している女性も多いが、安宅京は確かにそういうタイプではなさそうだ。







　竹脇とゲンが安宅京を連れてきた。

　京は胸元に小さなリボンのついた膝丈の薄いピンクのワンピースを着て、同系色の口紅をひいている。香水もつけず、肩までの髪は染めもせず黒く艶やかだ。九鬼の部屋にふんわりした花が咲いたようだった。

　彼女は丁寧に皆に向かって挨拶したのち、雅貴の手をとった。

「変やね。おうちにいた頃は、まーちゃんとケンカばっかりしてたのに」

「みやちゃん……。ごめんな。ぼくが、まもってあげられなくて」

　京は姉だけあって雅貴の口の動きをすぐに理解した。

「何言うてるの。まーちゃんがいると思っただけで、お仕事全然辛くなくなったんよ。すごい頑張れるの」

「へなちょこみやちゃんやのに？」

「そうでしょ？　自分でもびっくりやの」

　京と雅貴は穏やかに笑いあっている。

　竹脇が九鬼に囁いた。

「毒のない姉弟やな。おもろない」

「ええやないですか、ママゴトみたいで」

　九鬼はまた偏頭痛の予兆を感じていた。こんな時に……、と思ったが止めようがない。うまくやり過ごせることを願った。

「ああ、そう！　これ！」

　京がペーパーバッグから包みを取り出した。柔らかく透けた水色の紙でラッピングされたものを彼女はまず竹脇に渡した。

「私が作ったんです。お口に合うかどうか……よろしかったら召し上がってください」

　続いて九鬼、ゲン、そして雅貴に配った。

　中にはクッキーとマドレーヌが入っていた。

「お店のお姉さんがお台所を貸してくださったんです」

　甘いバニラの香りが漂う。

「そんなに甘さはないですから……」

　京ににっこりと言われ、竹脇も手を伸ばさざるを得なかった。

「あ、レモン？」

　九鬼がマドレーヌを囓った瞬間に爽やかな香りが広がった。

「そうなんです。よかった、気づいていただけて」

　京は優しく微笑んだ。

　雅貴が一口食べて、驚いた顔で京を見た。

「みやちゃん、これ……！」

「ふふふ、懐かしいでしょう？　お母様の味でしょ？」

「すごい、そっくり……同じ味！」

「……まーちゃん……」

　雅貴以外の皆の動きが止まった。

「みやちゃん、美味しい……」

　雅貴が言った途端、自分でも気がついた。

「あれ……？　声……」

「まーちゃん！」京が雅貴に抱きついた。

「お前、そんな声しとってんな……」

　ゲンがクッキーを頬張ったまま言った。

　雅貴が九鬼を見た。九鬼に抱きつきたかったが、姉の前だということを意識した。

「先生！　僕……！」

　九鬼は「よかったね」と笑いかけた。

「……これ、何か入っとんのか？」

　竹脇がしげしげとマドレーヌを見た。

「きっかけは、こんなもんなんですよ」

　九鬼は残りを口に入れてレモンの香りを楽しんだ。

「内藤に連絡してあいつ、引き取らせるわ」

　竹脇が低い声で九鬼に言った。

「……ええ」

　九鬼に偏頭痛の最初の痛みが走った。ほんの一瞬、表情が苦痛に歪んだ。それを竹脇がどう捉えただろう。

　そこへ、リュウがやって来た。

「あ、なんかええ匂い」

「リュウさんもどうぞ」

　雅貴が包みを差し出した。

「サンキュ！　……って、あれっ！　雅貴？　アニキ、雅貴しゃべってますやん！」

「おう、今、急に声出よってん」

　ゲンが自分の手柄のように言う。

「すっげ。お前！　良かったやん！」リュウは、ばんっと雅貴の背中を叩き、嬉し涙で潤んだ目をしている京を見て、「あっ……み、京さんも、良かったっすね」と慌てて取り繕った。

　ふと、入口のモニタが九鬼の目に入った。何かが画面を横切ったような気がしたのだ。目を凝らしていると、また人影が通った。

「竹脇さん、あれ！」

「ん？」

　竹脇とゲンがモニタを確かめて、リュウを睨み付けた。

「リュウ、ドアホ！　誰かにつけられたんか」

　竹脇が携帯電話で組事務所に連絡をしている。

　九鬼が京と雅貴を引っ張った。

「こっちに来なさい」

「先生？」

「早く！　二人とも！」

　二人の背を押して、暗室に押し込んだ。

「中でじっとしといて下さい。誰か来るかもしれへんし、何か音がしても絶対に開けたらあかん」

「先生、僕は一緒にいさせて下さい」

　雅貴が九鬼の腕をつかんで言った。

「あかん。京さんと一緒におらなあかん。京さんを任せたで」

「先生……」

　京が不安そうな声で言った。

「もしかして、北原さん達でしょうか」

「京さん、何か知ってはるの？」

「……私が竹脇さん達の企みに荷担していることは気づいておられません。でも、お父様に相当お叱りを受けられたようで、弓倉組を恨んでおられることは確かです」

「分かりました。外にいるのが北原と決まった訳やない。念のためやから、入ってて下さい。雅貴さん、頼んだで！」

　九鬼は早口に言ってドアを閉め、前にキャビネットを置いた。頭に痛みが直撃して思わずうずくまった。

　その時、入口ドアが勢いよく開いて、怒鳴り声が聞こえた。

「ぅおりゃあああああ！」

　三人の男が飛び込んできて、いきなり発砲した。

「こらぁあ！　なにしとるんじゃぁあ！」

　リュウがナイフを持って飛び出したが、脚を撃たれた。自分たちの顔を隠そうともしていない、派手な金髪やドレッドヘアの若者だ。

「仁義の通る相手か！　ボケ！」

　竹脇が吐き捨てた。

　パン！パン！パン！と乾いた音が数発響いた。

　竹脇の連絡を受けて、走ってきた若い衆が男達に飛びかかる。ゲラゲラ笑いながら逃げる男達を追って、若い衆達が外へ走り出した。

「痛い……！」

　リュウとゲンが床に転がっている。竹脇は肩を押さえて荒い息をついている。吹き出た血液があちこちに飛び散っている。

　九鬼は自分の脚を確かめた。痛むし出血しているが、掠っただけだろう。それよりも偏頭痛の方が厄介だと感じていた。

「先生！　先生！」暗室の中で雅貴が叫んでいる。

「まだや！　まだ入ってて！　出てきたらあかん！」

　九鬼はそう言って竹脇に近づいた。

「竹脇さん！」

「何や……うるさい。痛いぞ」

「意識ありますね。先にゲンちゃんとリュウちゃん診ますよ」

「そうしたってくれ」竹脇は自らソファに横になった。

「うううう……」ゲンが唸っている。

「ゲンちゃん！」

「……先生……いってー」

「ゲンちゃん、ごめんやけど服、切るで」

　九鬼は鋏でゲンのジーンズを切った。

「こら痛いな。でも掠ってるだけや。えぐられてるけど、骨も大丈夫や」

「リュウは……？」

「今から診る」

「リュウちゃん、リュウちゃん！」

　九鬼が身体を触るとリュウが叫んだ。

「いたい！　いたい、いたーいっ！」

　リュウは脇腹と脚を撃たれていたが、これも掠っているだけの傷だった。

　九鬼は三人に鎮痛剤を入れた点滴を立てた。スタンドが足りないので、ゲンの分は壁の釘に吊した。

　自身の傷からも出血しているが、そこまでした時点で九鬼には思うところがあった。

　患者から集金した金を入れる金庫がキャビネットに入っている。九鬼はそれを開けて、金を全部取り出した。

「何しとんねん！」

　竹脇が怒鳴ったが、九鬼は「じっとして」と睨んだだけだった。

　頭が痛くてたまらなかった。

　暗室から京と雅貴を出した。

「先生！　大丈夫ですか？」

　雅貴が九鬼に抱きついた。

「ああ、皆さん、こんなひどい……」

　部屋中に血液が飛び散っているのを見て、京は震えている。

「二人とも、良く聞いて。これ、京さん、持って！」

　九鬼は金を京に渡し、脚を引きずって自分のスペースに入った。

「先生……？」

「それと、これ。雅貴さん、持って」

　外科の専門雑誌に手紙が挟んである。いつかの夜に九鬼がしたためたものだ。

「ここに書いてある大学……すぐそこの天王寺や。病院の外科に草野治先生を尋ねて行って。俺の古くからの信頼できる友達や。彼やったらあんた達を助けてくれる。俺の名前を出して構わへんから！」

「先生！　どういうこと」

　雅貴が詰め寄った。

「早よ！　今、逃げんと、チャンスはもうあらへん！　堺筋まで走るんや。タクシー拾うて、天王寺へ行け！」

「いやや！　僕、先生から離れへん！」

　雅貴は九鬼にしがみついた。

「あほ！　京さんを守れるんはあんただけやろ！　行け！」

「先生……！」

　ふたりは九鬼に押されてつんのめった。そして京は、意を決したように雅貴の手を握って入口まで行った。

　脚の動く竹脇を起きあがれないように、九鬼が抑えた。

「くっそお！　九鬼ぃ！　何さらしとんじゃ！」

　九鬼は痛みに顔をしかめ、「早く！」と片手を振った。

　京が竹脇に向き、深く頭を下げた。

「竹脇さん、お世話になりました。お金、ごめんなさい！　ゲンさんもリュウさんもごめんなさい！」

　そう言って、雅貴を引っ張った。

「いやや！　先生！　先生も一緒に！」

「怪我人がおるのに行けるか！」

　九鬼が怒鳴った。







「北原議員を強請ったんですって？」

　九鬼はゲンとリュウの処置をしたのち、やっと竹脇の肩の手当をしはじめた。

「人聞き悪いな。出来のいいお坊ちゃんのお姿をちょーっとお見せしただけや」

「出来のいいお坊ちゃんはチャカまでお持ちや、と」

「くそっ！　痛いやないか。アホめ、ド素人があんなもん振り回しよって」

「ド素人やから、全員かすっただけで済んでるんです」

「はん………先生は逃げへんのんか。今やったら誰も追いかけられへんで」

「金、すみませんでした。俺は…」

　そう言ったあと、包帯を巻く手が止まり、九鬼の言葉が続かなかった。

「おい！」竹脇が振り向いた。

「……すみません」九鬼は大きく息をついた。

「偏頭痛なんですよ……傷よりこたえます……」

「いつものんか」

「ええ、こんな時に……」

　無理に笑いながら九鬼は頭を一振りして、竹脇の包帯を巻き終えた。

　脚からまだ出血しているのを感じていた。頭が痛いのか、脚が痛いのか……。

　自分で注射を打ちながら、雅貴の事を考えた。

　若い衆が帰ってきて、北原達を見失ったと報告した。

　竹脇は怒鳴りつけて、ゲンとリュウを事務所に移すように指示した。

「ここは危ないです。先生も一応、事務所に移ってください」

　若い衆のひとり、タカシが九鬼に肩を貸そうとした。

「ありがとう、自分で動けます。ちょっと要るもんだけ、持っていくわ。用意するから」

「ほな、手伝います」

　九鬼はふらつきながら思いつく限りの薬や道具を出した。京が菓子を入れて持ってきたペーパーバッグが目に付いたので、それに放り込んだ。ちょっと甘い香りが残っていた。

「先生！　大丈夫ですか？　真っ青や！」

　タカシが駆け寄った。

「うん……大丈夫。眠いんや……。薬効いてきたんかもな。悪いけど、その荷物、持ってくれる？」

「おんぶしましょか？」

「歩けるよ。ありがとう」

　「ハイツ大城」の狭い階段を壁伝いに一段ずつゆっくりと降りる。踊り場を曲がると、思いのほか外が明るく、九鬼はその光に目を細めた。

「朝になってたんや……」

「そうですよ。先生、いけますか」

「うん、平気や……。うわ……何年ぶりやろ……朝日や……」

　ちょうど東に阪神高速の高架が見え、その隙間から朝焼けが広がっていた。

　薄紫と紅色が墨絵の様な夜の空を追いやろうと染め上げている。

「きれいやな……」九鬼は呟いた。

「ほんまですね。俺も久しぶりに見ますわ。さあ、行きましょ」

　タカシに肩を抱えられ、歩き出した時、角から車が飛び出してきた。

「一方通行いっつうやんけ！　逆走行ぎゃくそうやろ」

　彼が怒鳴ると同時に、車が二人の横で大きなブレーキ音を立てて停止した。

　中で「こいつや！　ヤブ医者や！」と北原が九鬼を指している。若者が降り、構えているタカシに殴りかかった。その隙にもう一人が九鬼の脚を包帯の上から蹴飛ばし、うずくまった彼を車に引きずり込んだ。

「もうええ、行くで！」と北原が言うと、タカシを殴った男が車に飛び乗った。

　半ドアのまま車は東へ走り去った。







　安宅京と雅貴の姉弟が某大学医学部附属病院の救急入口に着いたのは、まだ夜中だった。開院時間を確かめて、朝まで待とうと話し合っていると、夜間受付の守衛が声をかけてきた。

「どうかしたんですか？　救急患者さん？」

「いえ……あの……恐れ入ります。外科の草野先生にお目にかかるには何時頃参ればよろしいでしょうか」

　京が丁寧に聞いた。

　守衛は手元のバインダを開いて、言った。

「今、いらっしゃいますよ。まだお帰りやないですね」

「あの……こんな夜分に大変申し訳ございませんが、お取り次ぎ願えませんでしょうか」

　姉弟の表情にただならぬものを感じた守衛は、ちょっと考えて電話を取った。

「あなた達、お名前は？」







　草野治は九鬼の手紙を二度、繰り返し読んだ。

　順序よく簡潔に今までの経緯を雅貴が話した。

　それからの草野の行動は早かった。すぐに次の日の予定を全部キャンセルした。

　最後に草野は隣の教授室のドアをノックした。教授も深夜にも関わらず、来客があり在室していた。

　京と雅貴を部屋の前に待たせ、草野が教授室に入った。

　明日の予定変更を伝え、休暇を申し出る草野に、教授と来客は大声を上げた。

「休暇やって？　草野先生、明日がどんな日が分かってるでしょう！」

「分かってます。でも、友人の身が危険にさらされているんです」

「友達を取るんですか！」

「僕かて、残念です。しかし、これだけは……。僕がいなくて選ばれないのなら、僕にそれだけの実力しかなかったのだと諦めます」

　漏れ聞こえる話の内容に、姉弟は顔を見合わせた。自分たちが草野にとんでもなく悪いことをしに来たように思えた。

「草野君！」

「草野先生……」

　来客は他科の教授だった。草野の上司と教授会で同じ派閥だ。

　草野は深々と頭を下げた。

　明日は、草野が候補の教授選だ。

　選挙自体には本人は立ち会うわけではないが、全く不在だと票を投じる他の教授達に少なからず影響がある。これで負けると、対立候補が草野を疎んじているために、おそらく大学を追われることになる。

　それでも、草野は九鬼を取った。

　草野は大学近くのホテルに部屋を取り、遠慮する京と雅貴をそこで休ませた。

　朝になって、草野は安宅姉弟に教えられた「ハイツ大城」に向かった。

　しかし、そこはもぬけの殻で、部屋に一歩足を踏み入れた途端、何かを踏んだ。拾ってみると、薬莢だった。壁や床に残るおびただしい血痕だけが何があったかを物語っていた。

「九鬼……」

　部屋の中を見て回る。こんな設備で九鬼はどんな診療をしていたのだろう……。草野は空気を読みとろうとした。

　カタンと音がした。振り向くと、男が立っていた。

「どちらさんですか？」

　静かな声で男が尋ねた。

　ジャケットの肩のあたりが不自然に膨らんでいる。包帯を巻いているのだろうか、と草野は思った。

「友人を捜しています」

「ここにはもう誰もおりませんわ」

「ここは……」

「もう、始末するんですわ。主あるじが行方不明になりましてな」

　男が無表情で言った。

「じゃあ……！」

「どこへ行ったか、私も知りません。おたくさんが、お友達とどこかで会わはったら、もう帰ってくるな、とお伝え下さい」

　男はまっすぐ草野の目を見た。

　この男は嘘をついてはいない。九鬼は本当に姿を消したのだ……。

　草野はもう一度診療台に触った。頭上の装置に気づいて、男に声をかけた。

「……ここを片づけはるんやったら、レントゲン装置だけはうまいこと始末しはらんと」

「きっとお友達もそう言いはるんですやろな」

　男は口の端だけで笑った。

　草野は最後に尋ねた。

「私の友人は生きているでしょうか」

「……さあ。私は知りません」

　男の答えに草野は黙って一礼した。ドアまで行ったときに男の呟きが聞こえた。

「……生きとることを俺も願っとる……」







　三日後、竹脇は組事務所の目と鼻の先にある横堀川を覗いていた。

　阪神高速道路の高架下、三メートルほど降りた川縁では警察官が数人、黙々と川をさらっている。

「俺が寝てたら、ボッチャーンってすげえ音がしたんや。三人……いや、車の運転手も入れたら四人や、若い子ぉらが逃げて行きよった」

　ホームレスの男が得意そうに説明した。

　無表情に警官の作業を見ていた竹脇に、顔見知りの刑事が近づいてきた。

「よぉ」

「ああ、ご苦労さんです」

「ホトケさん、知り合いか？」

「よう見えませんでした」

「ほな、言うたろ。身長百八十センチ前後、細身のヤサ男や。年は……まだわからんな。若いような年いったような。言うても、老人やあらへんわ。全身刺されとる。メッタ刺しや……むごいことしよる」

　刑事はため息をつきながら言った。

「……知りませんな」

　能面のような顔のまま、竹脇はその場を立ち去った。







　一週間後、天満橋の大川に若い男が浮かんでいるのが発見された。

　水分を吸って白く浮腫んだ腕にカラフルなタトゥだけが鮮やかだった。




■■■




　春浅い季節。水面を渡る風はまだ冷たかった。

　本島を出てから一時間、小型船は沖合に点々と浮かぶ小島に向かっていた。

「わあ……近いようで、一つ一つの島は結構離れてるんですね」

　男が操舵手に言った。

「わしら、庭のようなもんじゃき」

　操舵手は笑った。

　しばらく船上に出て風に吹かれていた若い男がさっぱりした顔で入ってきた。

「気持ちよかったー！」

「ずっと勉強ばっかりやったもんな。ちょっとはリフレッシュできるかな。ほんまはどっか海外でも旅行に行かせてあげられたらよかったんやけど」

「そんな！　家族水入らずの旅行に付いてこさせてもらっただけでも感謝です」

「君も家族やないか。大学合格のご褒美にもならへんけど……」

　男と若い男の会話に操舵手が割って入った。

「兄ちゃん、大学合格したんか。そりゃめでたいな。ほだけど、こーんな何にもない島に来ても、若い人には面白くも何にもなかろ」

　若い男は操舵手の横に立って、波頭を見ていた。

「いいえ……すごく新鮮です。ずっと受験でこもってましたから」

「大学行って、何するん？」

「法学部……法律の勉強するんです」

「ほー！　わしらの島にはそういう人はおらんきに分からんけど、えらいのぉ」

「この子はね、事情があって高校中退やったんです。でも大検って言う検定試験に通って、受験勉強して、国立大学に合格したんです」

　年かさの男が自慢そうに言った。

「へえ……。兄ちゃん、賢いんじゃの。さすが先生の弟さんじゃ。なんもない島じゃけど、魚はうまいで、たんと食べて行き！」

　操舵手は若い男の肩にぽんと手を置いた。

「先生」と呼ばれた男は後部で眠っている妻から幼子を抱き上げた。

「ほうら、島が見えてきたよ」

「先生、若い奥さんで、ええな。お子も小さいから楽しみじゃの」

　操舵手は子供の頬をちょんとつついた。







　男が妻に結婚を申し込んだのは出会って半年のことだった。

　男は大学の教授職に就いたばかりで多忙を極めていたが、女とその弟のために知り合いの法律家を総動員して手を尽くした。いろいろな問題はあったが、解決に向かい始めた……そんな時、男は女に惹かれていることに気づいた。

　女は会うたびに知らずのうちに男に安らぎを与えていたのだ。

　男はアメリカナイズされた考えの持ち主で自分の気持ちを隠そうとしなかった。

　プロポーズされた女は、自分の過去では男の妻になど到底なれないと断った。

「僕もアメリカで一度結婚していました。バツイチです。同じ様なもんやないですか」

　男はそう言って、次元が違うと首を振る女を口説き落とした。

　女の弟は心から祝福した。

　それから三年が過ぎた。

　男の大学では、各講座から持ち回りで離島に教室員を派遣する事が決まった。

　まだ若手の教授である男が志願して、そのプロジェクトの長となった。

　精力的に計画を進め、こっそり私情をはさみ義弟の大学合格に合わせて現場視察のスケジュールを組んだ。

　男は妻と義弟に詳しい説明をしないまま、旅行だと称して彼らを連れ出した。







「さ、着きましたで」簡易の艀を岸壁に渡して、操舵手が子どもを抱いた妻を岸に上げ、若い方の男がそれに続いた。

「ここが一番大きな島なんや。僕は他の島を先に見て回るから、ここで休んどいて」

　男が妻に言った。

「その先、まっすぐ行ったら診療所あるきに」

　操舵手が叫んで、船を出した。

　柔らかな日差しに潮風が爽やかだった。

「いいところやねえ」

　女が弟に言った。

「ほんまや……気持ちいいわ」

　若い男はうん、と伸びをした。

「ぶらぶら歩こか」

　歩き始めたばかりの子どもが、おしりを振り振り先を進んでいる。

　海鳥を指して、「あー！　あー！」と盛んにはしゃいでいる。

「船の中で退屈してたんやろ、ここやったら車も来ぉへんし、好きに歩かせても大丈夫やなあ」

　若い男が笑った。

「あそこ、釣りしてはるわ」

　子どもの進む先を見た女が言った。

「あ、ほんまや。この辺って何が釣れるんやろ？」

「何やろねえ……」

　子どもが釣り人に近づいた。

　横に置いた小さなクーラーボックスにつかまり立ちして、中を覗いて機嫌良く笑っている。

「どこのおちびちゃんや？」

  釣り人は子どもを抱っこして立ち上がった。

「あら、まあ、ごめんなさい！」

　駆け寄った女は子どもを受け取り、慌てて頭を下げた。

　釣り人は黙って、そして、微笑んだ。

「あっ……！」

　彼の笑顔を確かめた女の目に涙があふれた。

　長身の彼に気づいて、女の弟が走ってきた。

　言葉無く、ただただ釣り人に抱きついた。







　了
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